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We Love  Hokkaido

北海道 “NOW”
北 海 道 情 報 紙 知 ら な い こ と

い っ ぱ い ！ ！
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山
田　

正
明
氏
）

登
録
会
員　

中
込　

義
治
氏

吉
田　

勝
喜
氏

▼
中
村　

潔
氏
（
株
式
会
社
日

立
プ
ラ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス　

営
業

統
括
本
部　

営
業
企
画
室　

営

業
企
画
部　

部
長
）
東
京
都
出

身　

　

北
海
道
知
事
の
鈴
木
直
道
で

す
。
今
回
は
、
胆
振
管
内
壮
瞥

町
に
あ
る
「
ヨ
ツ
カ
ド
商
店
」

と
「
地
域
の
あ
そ
び
ば
ミ
ナ
ミ

ナ
」
へ
の
訪
問
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

　
「
ヨ
ツ
カ
ド
商
店
」
で
は
、

壮
瞥
町

産
の
フ

ル
ー
ツ

を
使
用

し
た
デ

ザ
ー
ト

な
ど
、

食
を
通

し
て
地

域
の
魅

力
を
発
信
し
て
い
る
ほ
か
、
生

産
者
や
料
理
人
な
ど
様
々
な
方

の
想
い
を
共
有
し
合
う
こ
と
を

テ
ー
マ
に
し
た
「
農
園
キ
ッ
チ

ン
」
な
ど
、
食
に
ま
つ
わ
る
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
地
域
の
あ
そ
び
ば

ミ
ナ
ミ
ナ
」
は
、
町
民
が
集
ま

り
、
関
わ
り
を
持
て
る
場
所
を

設
け
た
い
と
い
う
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
方
の
想
い
を
実
現

す
る
形
で
、
ま
ち
で
の
暮
ら
し

や
移
住
に
つ
い
て
相
談
で
き
る

交
流
拠
点
と
し
て
開
設
さ
れ
ま

し
た
。
こ
こ
か
ら
町
民
の
皆
さ

ん
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
作
ら
れ

て
お
り
、
活
発
な
交
流
に
よ
り

起
こ
る
化
学
反
応
は
、
壮
瞥
町

の
課
題
解
決
に
と
っ
て
大
き
な

力
に
な

る
と
感

じ
ま
し

た
。

　

両
施

設

は
、

空
き
家

を
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
一
軒
の
建
物

に
併
設
さ
れ
、
各
地
で
課
題
と

な
っ
て
い
る
空
き
家
の
有
効
活

用
事
例
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
域
の
魅
力
に
触

れ
ら
れ
る
場
と
し
て
、
ま
た
、

移
住
を
希
望
す
る
方
や
地
域
の

皆
さ
ん
が
行
き
交
う
場
と
し

て
、
広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

知
事
エ
ッ
セ
ー

　
　
　

～
胆
振
管
内
で
～

新年交礼会なごやかに
川村会長 「百年事業は創始者新渡戸稲造を軸に」

 

さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
に
　
万
人

倶
楽
部

領
土
返
還
全
国
大
会
開
く

倶
楽
部
か
ら
６
人
参
加

サ
ッ
ポ
ロ
Ｈ
Ｄ
社
長
に
時
松
氏

ビ
ー
ル
ト
ッ
プ
も
兼
務

　
★
北
海
道
倶
楽
部
会
報
は
、
北
海
道
新
聞
社
か
ら

記
事
、
写
真
の
協
力
を
得
て
、
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
7
年
（
２
０
２
５
年
）
の
北
海
道
倶
楽
部
の
新
年
交
礼
会
が
1
月
24
日
夜
、
東
京
・
千

代
田
区
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
開
か
れ
、
北
海
道
支
援
の
た
め
、
改
め
て
倶
楽
部
会
員

ら
が
結
束
し
て
い
く
こ
と
を
誓
っ
た
。
川
村
隆
会
長
は
、
27
年
、
倶
楽
部
が
創
設
１
０
０
周
年

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
「
記
念
事
業
を
ど
う
す
る
か
、
考
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

　

新
年
交
礼
会
に
は
会
員
を
は

じ
め
、
道
、
国
会
議
員
、
道
内

自
治
体
の
東
京
事
務
所
長
ら
約

70
人
が
参
加
。
冒
頭
、
川
村
会

長
は
停
滞
す
る
北
方
領
土
返
還

運
動
に
つ
い
て
「
き
ち
ん
と
運

動
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
倶
楽
部
も
12
月
に
都
内
で

行
わ
れ
た
ア
ピ
ー
ル
行
進
に
参

加
す
る
な
ど
、
運
動
の
中
心
に

な
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　

ま
た
、
2
年
後
の
倶
楽
部
創

設
１
０
０
周
年
の
記
念
イ
ベ
ン

ト
を
巡
り
、「
創
始
者
の
新
渡

戸
稲
造
を
中
心
に
検
討
し
て
い

る
」
な
ど
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
来
賓
の
濱
坂
真
一
・

道
副
知
事
は

「
赤
レ
ン
ガ
庁

舎
の
改
修
が

7
月
に
完
了

す
る
。
札
幌

の
名
所
で
も

あ
る
の
で
、

観
光
客
に
ぜ

ひ
立
ち
寄
っ

て
ほ
し
い
」

と
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　

こ
の
後
、

川
村
会
長
、

有
末
真
哉
副

理
事
長
ら
倶

楽
部
役
員
が

壇
上
に
上
が

り
、
鈴
木
秀
一
副
理
事
長
（
常

務
理
事
）
の
音
頭
で
乾
杯
＝
写

真
、
懇
談
に
移
っ
た
。

　

会
場
に
は
ホ
テ
ル
自
慢
の
料

理
や
、
道
産
の
地
酒
、
ワ
イ
ン

な
ど
が
用
意
さ
れ
、
参
加
者
ら

は
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
談
笑
。

各
テ
ー
ブ
ル
で
は
名
刺
を
交
換

し
た
り
、
写
真
撮
影
も
。
な
ご

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
親
睦
を

深
め
た
。

　

閉
会
後
、
倶
楽
部
は
新
年
交

礼
会
恒
例
の
名
寄
産
の
餅
を
、

参
加
者
全
員
に
お
土
産
と
し
て

手
渡
し
た
。

　

令
和
7
年
（
２
０
２
５
年
）

北
方
領
土
返
還
要
求
全
国
大
会

が
「
北
方
領
土
の
日
」
の
2
月

7
日
、
東
京
・
港
区
の
ニ
ッ

シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
受

け
、
中
断
中
の
北
方
四
島
交
流

事
業
の
再
開
な
ど
を
求
め
る
大

会
ア
ピ
ー
ル
を
、
全
会
一
致
で

採
択
し
た
。

　

実
行
委
の
主
催
で
、
元
島
民

を
は
じ
め
全
国
の
運
動
関
係
者

ら
約
１
０
０
０
人
が
参
加
。
倶

楽
部
も
北
方
領
土
返
還
運
動
連

絡
協
議
会
の
構
成
団
体
で
、
間

瀬
雅
晴
理
事
や
西
村
由
紀
子
事

務
局
長
ら
6
人
が
出
席
し
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
と
の
首

脳
会
談
で
、
訪
米
中
の
石
破
茂

首
相
は
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

寄
せ
＝
写
真
、
領
土
返
還
を
実

現
し
て
平
和
条
約
の
締
結
を
目

指
す
、
と
の
政
府
の
基
本
姿
勢

を
改
め
て
強
調
。「
中
断
し
て

い
る
交
流
事
業
の
中
で
も
、
北

方
墓
参
の
再
開
に
重
点
を
置
い

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
な

ど
と
述
べ
た
。

　

返
還
運
動
原
点
の
地
、
根
室

市
の
石
垣
雅
敏
市
長
は
「
元
島

民
の
7
割
が
亡
く
な
り
、
元
島

民
の
平
均
年
齢
も
89
歳
に
。
今

は
墓
参
も
か
な
わ
ず
、
悔
し
さ

が
募
る
。
今
後
も
返
還
運
動
に

ま
い
進
す
る
」
と
話
し
た
。

　

ま
た
、
国
後
島
出
身
の
元
島

民
は
「
近
く
に
国
後
島
が
見
え

る
の
に
、日
ロ
関
係
の
悪
化
で
、

墓
参
さ
え
も
か
な
わ
な
い
」
と

訴
え
た
。

　

大
会
は
こ
の
後
、
①
日
ロ
両

国
の
関
係
改
善
と
平
和
条
約
締

結
に
向
け
た
交
渉
再
開
②
北
方

墓
参
の
早
期
再
開
③
北
方
四
島

の
交
流
事
業
の
再
開
ー
な
ど
を

　

札
幌
の
冬
を
彩
る
「
第
75
回

さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
」（
札
幌

市
な
ど
実
行
委
主
催
）
が
2
月

4
日
～
11
日
、
札
幌
市
の
大
通

公
園
（
中
央
区
）
な
ど
3
会
場

で
開
か
れ
た
。訪
日
外
国
人（
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
）
を
含
め
、
初
日

か
ら
多
く
の
観
光
客
ら
が
訪

れ
、
精
巧
に
つ
く
ら
れ
た
大
雪

像
な
ど
に
歓
声
を
上
げ
た
。

　

会
場
は
大
通
公
園
の
ほ
か
、

す
す
き
の
（
中
央
区
）、つ
ど
ー

む
（
東
区
）
の
3
カ
所
。
メ
ー

ン
の
大
通
会
場
に
は
、
馬
産

地
・
北
海
道
に
ち
な
ん
だ
サ

ラ
ブ
レ
ッ
ド
（
5
丁
目
）、
今

年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
す

る
道
庁
赤
レ
ン
ガ
庁
舎
（
7
丁

目
）
＝
写
真
、
北
海
道
新
聞
社

提
供
＝
な
ど
大
雪
像
5
基
を
は

じ
め
、
中
小
の
雪
像
１
２
４
基

が
「
鎮
座
」
し
、
来
場
者
を
歓

迎
し
た
。

　

千
葉
県
か
ら
訪
れ
た
家
族
は

「
知
っ
て
い
る
ア
ニ
メ
の
大
雪

像
が
あ
っ
た
。迫
力
が
す
ご
い
」

と
感
激
し
た
よ
う
す
。

　

一
方
、
す
す
き
の
会
場
に
は

氷
像
60
が
並
び
、
つ
ど
ー
む
会

場
は
雪
の
滑
り
台
な
ど
が
人
気

を
集
め
た
。

　

開
会
式
で
、
秋
元
克
広
札
幌

市
長
は
「
少
雪
で
不
安
を
感
じ

た
人
も
い
た
と
思
う
が
、
無
事

開
幕
を
迎
え
ら
れ
た
。
す
て
き

な
思
い
出
を
つ
く
っ
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
か
け
た
。
実
行
委

に
よ
る
と
、雪
ま
つ
り
期
間
中
、

約
２
３
２
万
７
０
０
０
人
が
会

場
を
訪
れ
、「
雪
と
氷
の
芸
術
」

を
楽
し
ん
だ
。

　

北
海
道
倶
楽
部
の
令
和
6
年

度
（
２
０
２
４
年
）
定
時
総
会

は
3
月
10
日
（
月
）
午
後
零
時

半
か
ら
、
東
京
・
永
田
町
の
永

田
町
ほ
っ
か
い
ど
う
ス
ク
エ
ア

（
倶
楽
部
事
務
局
が
入
る
ビ
ル
）

2
階
会
議
室
で
開
か
れ
る
。

　

す
で
に
決
定
し
て
い
る
25
年

度
予
算
、
事
業
計
画
な
ど
が
報

告
さ
れ
る
ほ
か
、
24
年
度
決
算

な
ど
が
議
題
と
な
る
。

３
月
10
日
に
総
会

内
容
と
す
る
大
会
ア
ピ
ー
ル
を

採
択
し
た
。

　

サ
ッ
ポ
ロ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
（
Ｈ
Ｄ
、
北
海
道
倶
楽
部
会

員
）
は
、
時
松
浩
常
務
グ
ル
ー

プ
執
行
役
員
（
62
）
が
社
長
に

昇
格
す
る
人
事
を
決
め
た
。
3

月
の
定
時
株
主
総
会
で
承
認
を

得
て
、
正
式
決
定
す
る
。

　

時
松
氏
は
同
Ｈ
Ｄ
傘
下
で
酒

類
事
業
を
展
開
す
る
、
サ
ッ
ポ

ロ
ビ
ー
ル
（
東
京
）
の
社
長
に

も
就
き
、
酒
類
中
心
の
事
業
拡

大
に
向
け
体
制
強
化
を
図
る
。

同
Ｈ
Ｄ
と
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
の

社
長
を
兼
務
す
る
の
は
初
の

ケ
ー
ス
。

　

尾
賀
真
城
社
長
（
66
）
は
特

別
顧
問
、
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
の

野
瀬
裕
之
社
長
（
61
）
は
同
社

会
長
に
就
任
す
る
。

２３２

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
る

石
破
茂
首
相

新
入
会
員

維
持
会
員

正
会
員

▼
中
道
リ
ー
ス
株
式
会
社
（
代

表
取
締
役　

関　

崇
博
氏
）

登
録
会
員　

吉
川　

和
人
氏

▼
株
式
会
社
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
テ
ク
ノ

サ
ー
ビ
ス
（
代
表
取
締
役
社
長
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北
海
道
新
聞
社
の
本

★
青
い
落
ち
葉

キ
ム
・
ユ
ギ
ョ
ン
著　

松
田
由
紀
、
芳
賀
恵
訳　

四
六
判　

２
７
２
頁　

定
価
２
４
２
０
円

　

暴
風
に
さ
ら
さ
れ
、
北

朝
鮮
と
い
う
樹
木
か
ら
外

の
世
界
へ
飛
び
出
し
た
青

い
落
ち
葉
、
そ
れ
が
脱
北

民
だ
。
２
０
０
０
年
代
か

ら
韓
国
で
活
動
す
る
覆
面

女
性
作
家
が
開
く
脱
北
文

学
の
新
た
な
地
平
。[

解
説
＝
高
島
淑
郎]

★
今
す
ぐ
行
き
た
い
！
北
海
道
の
サ
ウ
ナ

北
海
道
新
聞
社
編　

四
六
判　

１
７
６
頁　

１
９
８
０
円　

　

最
高
の
と
と
の
い
を
も
と
め
て
。
北
海
道
各
地
の
魅
力
あ

ふ
れ
る
サ
ウ
ナ
２
５
０
軒
が
大
集
合
！
ビ
ギ
ナ
ー
か
ら
“
サ

ウ
ナ
ー
〟
ま
で
、
心
も
体
も
癒
さ
れ
る
人
気
施
設
を
紹
介
。

★
言
葉
の
現
在
地 

２
０
１
７
‐
２
０
２
４

関
口
裕
士
著　

四
六
判　

３
６
８
頁　

定
価
１
９
８
０
円

　
「
希
望
は
、
戦
争
」
の
赤
木
智
弘
か
ら
黒
柳
徹
子
ま
で
、

忘
れ
て
は
い
け
な
い
ニ
ュ
ー
ス
の
言
葉
を
取
り
上
げ
た
北
海

道
新
聞
の
好
評
連
載
企
画
を
単
行
本
化
。

新
幹
線
札
幌
延
伸
２
０
３
８
年
度
軸
に

　

北
海
道
新
幹
線
の
札
幌
延
伸
が
大
幅
に
遅
れ
る
中
で
、
国
土
交
通
省
が
札
幌
開
業
に
つ
い
て
、
２
０
３
８
年
度
を
軸
に
そ
の

前
後
で
調
整
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
北
海
道
新
聞
が
伝
え
た
。
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
難
航
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
が
続
け
ば
、
さ

ら
に
遅
れ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
、
今
後
、
有
識
者
会
議
の
議
論
を
経
て
決
定
す
る
運
び
だ
。

　

道
新
幹
線
の
新
函
館
北
斗
ー

札
幌
間
（
２
１
２
㌔
）
は
当
初
、

30
年
度
末
（
31
年
3
月
）
の
開

業
を
予
定
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
渡
島
管
内
八
雲
町

の
渡
島
ト
ン
ネ
ル
、
後
志
管
内

俱
知
安
町
ー
ニ
セ
コ
町
の
羊
蹄

ト
ン
ネ
ル
な
ど
で
工
事
が
難

航
。
30
年
札
幌
冬
季
五
輪
の
開

催
を
断
念
し
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
札
幌
開
業
は
大
幅
に
遅
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

国
交
省
内
で
は
、
状
況
に

よ
っ
て
工
期
は
変
わ
る
な
ど
の

前
提
を
付
け
た
上
、
新
た
な
開

業
時
期
を
示
す
案
が
浮
上
し
て

い
る
と
い
う
。「
科
学
的
、
技

術
的
に
判
断
す
る
」
と
し
て
、

無
理
な
計
画
は
立
て
な
い
考
え

だ
。

　

開
業
時
期
を
巡
っ
て
は
、
建

設
主
体
の
鉄
道
建
設
・
運
輸
施

設
整
備
支
援
機
構
が
昨
年
5

月
、
当
初
案
の
30
年
度
末
は
困

難
、
と
表
明
。
こ
れ
を
受
け
て

国
交
省
は
新
た
な
見
通
し
に
つ

い
て
、
有
識
者
を
交
え
た
議
論

を
始
め
て
い
た
。

　

新
た
な
目
標
が
30
年
代
後
半

と
な
れ
ば
、
認
可
時
の
予
定
す

ト
ン
ネ
ル
工
事
難
航
な
ら
さ
ら
な
る
遅
れ
も

ら
超
え
る
大
幅
な
遅
れ
と
な

る
。
札
幌
を
は
じ
め
、
沿
線
自

治
体
に
よ
る
駅
前
再
開
発
な
ど

へ
の
影
響
も
避
け
ら
れ
な
い
見

通
し
だ
。

ニ
ト
リ
、
ベ
ト
ナ
ム
に
新
工
場

ソ
フ
ァ
ー
や
マ
ッ
ト
レ
ス
生
産

　

家
具
イ
ン
テ
リ
ア
製
造
小
売

り
最
大
手
の
ニ
ト
リ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
（
Ｈ
Ｄ
、
北
海
道

俱
楽
部
会
員
）
は
3
月
初
め
、

ベ
ト
ナ
ム
で
家
具
の
新
工
場
を

稼
働
さ
せ
る
。
ソ
フ
ァ
ー
や

マ
ッ
ト
レ
ス
を
造
る
計
画
で
、

各
国
に
拡
が
る
ニ
ト
リ
の
全
店

舗
に
供
給
す
る
。
イ
ン
ド
に
初

出
店
す
る
な
ど
、
店
舗
網
の
拡

大
に
備
え
、
生
産
体
制
を
強
化

す
る
の
が
狙
い
だ
。

　

新
工
場
は
北
部
の
ビ
ン
フ
ッ

ク
省
に
建
設
し
た
。
首
都
の
ハ

ノ
イ
と
南
部
の
バ
リ
ア
・
ブ
ン

タ
ウ
省
に
続
き
、
同
国
で
3
カ

所
目
。

　

工
場
の
規
模
は
8
万
平
方

㍍
、
子
会
社
の
ニ
ト
リ
フ
ァ
ニ

チ
ャ
ー
（
東
京
）
が
運
営
し
、

ハ
ノ
イ
工
場
で
生
産
し
て
い
る

ソ
フ
ァ
ー
や
マ
ッ
ト
レ
ス
の
生

産
の
一
部
を
引
き
継
ぐ
と
い

う
。
最
新
設
備
を
導
入
、
マ
ッ

ト
レ
ス
の
生
産
効
率
は
従
来
の

3
倍
に
な
る
見
込
み
。

　

一
方
、
ハ
ノ
イ
工
場
の
空
い

た
ス
ペ
ー
ス
で
は
電
動
ベ
ッ
ド

の
販
売
強
化
に
向
け
、
ベ
ッ
ド

フ
レ
ー
ム
を
製
造
す
る
計
画

だ
。

　

同
Ｈ
Ｄ
は
「
今
後
の
需
要
拡

大
に
備
え
て
、
既
存
品
の
生
産

ス
ペ
ー
ス
拡
張
や
新
し
い
品
目

の
生
産
に
取
り
組
む
」と
話
す
。

　

海
外
の
自
社
工
場
は
、
ベ
ト

ナ
ム
の
3
カ
所
に
加
え
て
タ
イ

の
1
カ
所
で
カ
ー
ペ
ッ
ト
や
ラ

グ
、マ
ッ
ト
を
生
産
し
て
い
る
。

ま
た
、「
ホ
ー
ム
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
商
品
」
呼
ば
れ
る
雑
貨
の
多

く
は
、
中
国
、
マ
レ
ー
シ
ア
な

ど
の
工
場
に
生
産
を
委
託
し
て

い
る
。

　

同
Ｈ
Ｄ
に
よ
る
と
、
海
外
店

舗
は
昨
年
9
月
末
時
点
で
計

２
０
０
店
。
２
０
３
２
年
に

２
０
０
０
店
を
目
指
す
。

奥
尻
島
に
ホ
テ
ル
誕
生

２
０
２
７
年
、
町
も
出
資

　

奥
尻
島
に
２
０
２
７
年
に

も
本
格
的
な
ホ
テ
ル
が
お
目

見
え
す
る
。
檜
山
管
内
奥
尻

町
と
東
京
の
ホ
テ
ル
運
営
会

社
Ａ
Ｂ
ア
コ
モ
が
こ
の
ほ

ど
、
ホ
テ
ル
建
設
を
巡
り
基

本
協
定
を
締
結
し
た
。
19
年

に
唯
一
の
ホ
テ
ル
が
閉
鎖
さ

れ
て
以
来
、
島
内
に
ホ
テ
ル

は
な
く
宿
泊
施
設
は
慢
性
的

に
混
雑
し
て
い
た
。

　

計
画
に
よ
る
と
、
新
ホ

テ
ル
は
客
室
数
１
０
０
～

１
５
０
室
程
度
。
ホ
テ
ル
の

た
め
に
設
立
さ
れ
た
施
設
保

有
会
社「
ｊ
ｏ
ｉ
ｎ
」(

奥
尻)

が
建
物
を
建
設
す
る
。
総
事

業
費
は
30
億
円
を
想
定
、
町

は
１
０
０
０
万
円
を
出
資
す

る
な
ど
事
業
を
支
援
す
る
。

ホ
テ
ル
建
設
予
定
地
は
旧
役

場
庁
舎
跡
地
に
な
る
。

　

島
内
で
は
19
年
に
唯
一
の

ホ
テ
ル
が
閉
館
、
旅
館
や
民

宿
は
公
共
事
業
の
作
業
員
ら

で
い
つ
も
混
雑
し
、
観
光
客

の
予
約
が
難
し
い
状
況
が
続

い
て
い
る
。
全
国
か
ら
参
加

者
が
来
て
い
た
奥
尻
ム
ー
ン

ラ
イ
ト
マ
ラ
ソ
ン
も
、
宿
泊

施
設
不
足
な
ど
を
理
由
に
19

年
を
最
後
に
中
止
に
追
い
込

ま
れ
て
い
た
。

　

新
村
卓
実
町
長
は
「
島
民

の
足
と
な
る
フ
ェ
リ
ー
や
航

空
路
の
維
持
の
た
め
、
観
光

客
を
呼
び
込
む
ホ
テ
ル
は
必

要
だ
」
と
強
調
。

　

Ａ
Ｂ
ア
コ
モ
は
道
内
外
で

ホ
テ
ル
20
館
を
展
開
、
奥
尻

で
は
小
樽
と
同
じ
「
ト
リ

フ
ィ
ー
ト
」
と
す
る
方
向
。

「
冬
は
ア
ジ
ア
の
訪
日
客
な

ど
集
客
の
可
能
性
は
十
分
あ

る
」
と
話
し
て
い
る
。

道 産 肉 牛 出 荷 額 全 国トップ
　

道
内
の
肉
用
牛
産
出
額
が
２
０
２
３
年
、鹿
児
島
県
を
抜
い
て
全
国
1
位
に
な
っ
た
こ
と
が
、

農
林
水
産
省
の
統
計
「
農
業
産
出
額
」
で
分
か
っ
た
。
同
県
で
多
く
生
産
さ
れ
る
黒
毛
和
種
の

価
格
低
下
に
加
え
、
酪
農
経
営
が
厳
し
さ
を
増
す
北
海
道
で
、
乳
牛
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
に
肉
牛

を
産
ま
せ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
た
こ
と
が
、
そ
の
背
景
に
あ
り
そ
う
だ
。

２０２３年度１２２４億円で鹿児島抜く

農
水
省
統
計

　

ま
と
め
に
よ
る
と
、
道
内
の

肉
用
牛
生
産
額
は
前
年
比
21
億
円
増
の
１
２
２
４
億
円
。一
方
、

鹿
児
島
県
は
同
20
億
円
減
の

１
２
０
８
億

円
で
、
初
め

て
首
位
に

立
っ
た
。

　

道
内
は
黒

毛
和
種
よ
り

も
価
格
の
安

い
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
の
雄
な

ど
、
肉
用
の

乳
牛
の
飼
養

頭
数
が
多

い
。
だ
が
、

近
年
は
離
農

や
猛
暑
、
資

料
価
格
の
高

騰
な
ど
か
ら
生
乳
の
減
産
傾
向

が
続
き
、
経
営
が
多
角
化
。
酪

農
家
が
乳
牛
に
黒
毛
和
種
の
受

精
卵
を
種
付
け
し
、
生
ま
れ
た

子
牛
を
売
っ
て
酪
農
経
営
の
収

入
源
に
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て

い
る
。

　

農
水
省
に
よ
る
と
、
23
年
2

月
1
日
時
点
の
道
内
の
肉
用
牛

飼
育
頭
数
は
56
万
６
４
０
０
頭

と
、
18
年
同
期
比
で
8
％
増

だ
っ
た
が
、
黒
毛
和
種
に
限
る

と
同
13
％
増
の
20
万
２
９
０
０

頭
に
上
っ
た
。

　

一
方
、
63
年
間
ト
ッ
プ
を

走
っ
て
き
た
鹿
児
島
県
は
、
消

費
者
が
比
較
的
安
い
鶏
肉
、
豚

肉
を
購
入
す
る
動
き
が
強
ま

り
、
和
牛
の
価
格
が
急
落
し
た

影
響
を
ま
と
も
に
受
け
た
。
21

年
度
の
全
市
場
平
均
で
1
頭
約

74
万
円
だ
っ
た
黒
毛
和
種
の
子

牛
の
価
格
は
、
22
年
度
約
64
万

円
、
23
年
度
は
約
55
万
円
と
な

り
、
同
県
の
産
出
額
が
低
迷
し

た
。

　

農
業
産
出
額
は
、
各
都
道
府

県
の
品
目
ご
と
の
生
産
状
況

や
、
市
場
価
格
の
動
向
な
ど
が

読
み
取
れ
る
統
計
で
、
生
産
量

に
農
家
か
ら
の
出
荷
時
の
価
格

を
か
け
て
算
出
す
る
。

　

札
幌
市
の
秋
元
克
広
市
長

は
、
地
下
鉄
や
バ
ス
、
路
面
電

車
な
ど
公
共
交
通
料
金
の
一
部

を
助
成
す
る
、
70
歳
以
上
の
市

民
を
対
象
に
し
た
敬
老
優
待
乗

車
証
（
敬
老
パ
ス
）
に
つ
い
て
、

年
間
利
用
上
限
額
を
7
万
円
か

ら
4
万
円
に
引
き
下
げ
る
方
針

を
正
式
表
明
し
た
。
事
業
費
の

増
加
に
対
応
し
、
２
０
２
６
年

度
の
移
行
を
目
指
す
。
一
部
の

高
齢
者
は
現
状
維
持
を
主
張
、

強
く
反
発
し
て
い
た
。

　

市
は
こ
の
現
行
案
を
昨
年
9

月
に
公
表
。
利
用
上
限
額
を
抑

え
て
自
己
負
担
割
合
を
増
や

し
、
対
象
も
75
歳
以
上
に
引
き

上
げ
る
。
敬
老
パ
ス
か
、
健
康

増
進
活
動
を
す
れ
ば
交
通
費
な

ど
と
し
て
使
え
る
ポ
イ
ン
ト
が

た
ま
る
「
健
康
ア
プ
リ
」
を
選

択
し
て
も
ら
う
、
な
ど
の
内
容

だ
。

　

市
に
よ
る
と
、
敬
老
パ
ス
実

施
に
伴
う
事
業
費
は
右
肩
上
が

り
で
、
23
年
度
は
約
50
億
円
。

制
度
移
行
で
当
面
、
現
状
と
ほ

ぼ
同
規
模
の
事
業
費
に
抑
え
ら

れ
る
見
込
み
だ
。

　

敬
老
パ
ス
見
直
し
を
巡
っ
て

は
、
さ
ら
な
る
負
担
増
を
懸
念

す
る
現
役
世
代
か
ら
賛
同
す
る

意
見
が
市
に
寄
せ
ら
れ
た
一

方
、
高
齢
者
で
つ
く
る
市
民
団

体
が
署
名
活
動
を
展
開
す
る
な

ど
、
世
代
間
対
立
の
様
相
を
呈

し
て
い
た
。

　

秋
元
市
長
は
記
者
会
見
で

「
現
行
案
が
双
方
の
世
代
が
納

得
で
き
る
と
い
う
形
」
だ
、
と

強
調
し
た
。

　

２
０
２
４
年
の
北
海
道
の
交

通
事
故
死
者
数
（
速
報
値
）
は

前
年
よ
り
27
人
少
な
い
１
０
４

人
で
、
統
計
が
あ
る
１
９
４
７

年
以
降
、
最
も
少
な
か
っ
た
こ

と
が
道
警
の
集
計
で
分
か
っ

た
。
最
多
だ
っ
た
71
年
の

８
８
９
人
に
比
べ
、
ほ
ぼ
9
分

の
1
ま
で
減
少
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
最
少
は
22
年
の

１
１
５
人
で
記
録
の
更
新
は
2

年
ぶ
り
。

　

道
警
に
よ
る
と
、
事
故
件

数
は
前
年
比
３
３
９
件
減
の

８
７
４
３
件
、
負
傷
者
数
は
同

３
０
４
人
減
の
1
万
２
９
７

人
。
死
者
数
は
減
少
傾
向
が
続

き
、
13
年
以
降
１
０
０
人
台
で

推
移
し
て
い
る
。

　

都
道
府
県
別
の
死
者
数
は
昨

年
12
月
26
日
現
在
、
東
京
都

（
１
４
６
人
）、愛
知
県（
１
３
９

人
）、
千
葉
県
（
１
２
９
人
）

な
ど
に
続
き
、
道
内
は
全
国

ワ
ー
ス
ト
8
位
に
な
っ
て
い

る
。

道警
まとめ

 

そ
れ
で
も
全
国
ワ
ー
ス
ト
８
位

事
故
件
数
８
７
４
３
件

負
傷
者
数
１
万
２
９
７
人

１
９
７
１
年
の
９
分
の
１
に

昨
年
の
道
内
交
通
死
最
少
104
人

利
用
上
限
７
万
円
か
ら
４
万
円
に
引
き
下
げ
へ

  

敬
老
パ
ス
で
札
幌
市
が
方
針

日
高
管
内
新
ひ
だ
か
町
の
畜
産
農
家
が
育
て
る

牛
た
ち
（
北
海
道
新
聞
社
提
供
）

札幌開業に向け工事は進んでいるが・・・
（北海道新聞社提供）
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○
な
べ
つ
る
岩

　

奥
尻
島
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

な
べ
つ
る
岩
で
す
。
鍋
の
取
っ

手
（
つ
る
）
に
似
て
い
る
の
が

名
前
の
由
来
で
、
高
さ
19
・
5

ｍ
、
夜
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
、
暗
い
海
に
浮
か
び
上
が
り

ま
す
。

○
球
島
山
展
望
台

　

展
望
台
は
島
の
中
央
部
か
ら

北
側
一
帯
の
大
パ
ノ
ラ
マ
を

１
８
０
度
見
渡
す
こ
と
が
で
き

る
絶
好
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て

い
ま
す
。
標
高
３
６
９
・
３
ｍ

で
、
自
動
車
で
気
軽
に
立
ち
寄

れ
る
場
所
に
あ
り
、
晴
れ
た
日

に
は
、
松
前
沖
の
大
島
・
小
島

を
遠
望
で
き
、
夜
は
沖
合
に
イ

カ
漁
の
漁
火
と
満
天
の
星
空
を

美
し
く
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
秋
の
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
に

は
、
島
一
帯
が
赤
く
染
ま
っ
た

景
色
を
一
望
で
き
ま
す
。

○
賽
の
河
原

　

奥
尻
島
の
北
端
に
位
置
す
る

稲
穂
岬
に
あ
る
賽
の
河
原
は
道

南
五
大
霊
場
の
一
つ
に
数
え
ら

れ
、
海
難
で
亡
く
な
っ
た
方
の

供
養
の
た
め
、
石
が
積
み
上
げ

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
光
景
は
こ

の
世
の
も
の
で
は
な
い
よ
う
な

荘
厳
な
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。

○
宮
津
弁
天
宮

　

も
と
も
と
島
の
拠
点
と
な

る
「
番
所
」
が
あ
っ
た
場
所

で
、
江
戸
時
代
末
の
天
保
2
年

（
１
８
３
１
年
）
に
島
民
が
大

漁
祈
願
の
た
め
お
社
を
建
て
た

の
が
始
ま
り
で
す
。
宮
津
弁
天

の
お
社
は
、
海
に
突
き
出
た
岬

の
急
斜
面
を
登
っ
た
頂
上
に

あ
り
、
お
社
ま
で
の
階
段
は

１
６
4
段
、
対
岸
に
は
北
海
道

本
島
が
見
え
ま
す
。

○
神
威
脇
温
泉
保
養
所

　

地
元
住
民
の
憩
い
の
場
と
し

て
、
ま
た
、
観
光
客
の
癒
し
の

場
と
し
て
、
昭
和
53
年
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
約
60
℃
の
お

湯
が
毎
分
30
ℓ
、
地
下
30
ｍ
か

ら
く
み
上
げ
て
い
る
天
然
温
泉

（
加
水
・
か
け
流
し
）
で
す
。

あ
た
た
か
な
島
の
い
で
湯
が
心

と
身
体
を
や
さ
し
く
解
き
ほ
ぐ

し
て
く
れ
ま
す
。

○
西
海
岸
の
奇
岩

　

海
の
深
い
青
の
陰
影
、
波
が

削
り
だ
し
た
奇
岩
怪
石
群
な

ど
、
奥
尻
で
最
も
ワ
イ
ル
ド
な

風
景
を
楽
し
め
ま
す
。
沖
に
浮

か
ぶ
無
縁
島
を
は
じ
め
、
ホ
ヤ

石
、
カ
ブ
ト
岩
な
ど
、
変
化
に

富
ん
だ
荒
々
し
い
自
然
の
造
形

美
に
、
思
わ
ず
目
を
奪
わ
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
奇
岩
一
つ
一
つ
に
ス

ト
ー
リ
ー
が
あ
り
訪
れ
る
人
に

く
す
り
と
笑
い
が
起
き
る
よ
う

な
話
や
悲
恋
の
話
も
あ
り
ま

す
。

　

ぜ
ひ
島
民
に
岩
の
由
来
を
お

聞
き
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
北
追
岬
公
園

　

キ
ャ
ン
プ
場
や
展
望
台
の
あ

る
北
追
岬
公
園
に
は
、
世
界
的

な
彫
刻
家
・
流
政
之
（
な
が
れ

ま
さ
ゆ
き
）
氏
に
よ
っ
て
制
作

さ
れ
た
彫
刻
群
が
あ
り
ま
す
。

　

海
原
に
囲
ま
れ
た
奥
尻
な
ら

で
は
の
自
然
風
景
を
、
ひ
と
き

わ
印
象
深
く
演
出
す
る
数
々
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
美
し
い
フ
ォ

ル
ム
が
、
水
平
線
を
バ
ッ
ク
に

く
っ
き
り
と
浮
か
び
上
が
り
、

独
特
の
景
観
を
つ
く
り
出
し

て
い
ま
す
。
「
自
然
へ
の
敬

意
」
、
「
追
悼
」
な
ど
、
そ
の

ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
、
島
の
人
々

の
想
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

○
復
興
の
森

　

復
興
の
森
は
、
平
成
5
年
7

月
12
日
に
発
生
し
た
北
海
道
南

西
沖
地
震
災
害
の
復
興
を
祈
念

し
、
町
民
に
開
放
し
て
い
る
森

林
で
す
。
約
10　

も
の
広
大
な

ブ
ナ
の
森
で
、
樹
齢
１
０
０
年

以
上
の
ブ
ナ
を
主
と
し
た
天
然

広
葉
樹
林
で
す
。
森
の
中
に
は

散
歩
道
が
あ
り
、
木
々
の
間
に

続
く
小
道
を
1
時
間
程
で
周
回

で
き
ま
す
。

○
う
に
ま
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

　

奥
尻
を
代
表
す
る
海
の
幸

「
キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
」
を
か

た
ど
っ
て
い
ま
す
。
夜
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
と
、
沖
の
光
の
帯
で

彩
る
漁
火
は
、
幻
想
的
な
光
景

を
作
り
出
し
ま
す
。

　

眺
め
の
良
さ
か
ら
近
く
に
は

キ
ャ
ン
プ
場
も
整
備
さ
れ
て
お

り
多
く
の
キ
ャ
ン
プ
客
か
ら
も

好
評
を
得
て
い
ま
す
。

○
佐
藤
義
則
展
示
室

　

奥
尻
島
出
身
で
、
元
阪
急
ブ

レ
ー
ブ
ス
、
オ
リ
ッ
ク
ス
ブ

ル
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
投
手
・
佐
藤

義
則
氏
の
功
績
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
通
算
１
６
５
勝
を
挙

げ
、
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
ノ
ー
ラ
ン
の

記
録
を
持
っ
て
い
る
奥
尻
島
の

有
名
人
で
す
。
幼
少
時
代
か
ら

現
在
ま
で
の
写
真
パ
ネ
ル
や
現

役
時
代
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
展

示
し
て
い
る
ほ
か
、
ビ
デ
オ
放

映
も
行
っ
て
い
ま
す
。

○
奥
尻
島
津
波
館

　

震
災
か
ら
8
年
経
過
し
た
平

成
13
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
奥

尻
島
津
波
館
」
は
災
害
の
記
憶

を
忘
れ
な
い
た
め
に
、
ま
た
そ

こ
か
ら
学
ん
だ
教
訓
を
後
世
に

残
す
た
め
に
建
て
ら
れ
ま
し

た
。

　

テ
ー
マ
別
に
7
つ
の
展
示
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
、
災
害
の
様
子

と
復
興
ま
で
を
伝
え
て
い
ま

す
。

〇
奥
尻
町
の
取
組

　

奥
尻
町
は
環
境
省
の
脱
炭
素

先
行
地
域
に
選
ば
れ
て
お
り
、

「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
・
ア
イ
ラ

ン
ド
奥
尻
」
と
し
て
脱
炭
素
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

取
組
概
要
と
し
て
は
、
既
存

の
水
力
発
電
と
地
熱
・
太
陽

光
・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
等
の
多

様
な
再
エ
ネ
資
源
を
活
用
し
て

島
全
体
の
脱
炭
素
化
を
進
め
る

と
と
も
に
、
人
口
や
公
共
施
設

等
が
集
中
す
る
島
内
２
エ
リ
ア

に
あ
る
公
共
施
設
に
自
家
消
費

型
太
陽
光
発
電
及
び
蓄
電
池
を

導
入
し
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
強

化
、
離
島
に
お
け
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
コ
ス
ト
の
低
減
と
電
力
供

給
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
有
バ
ス
や
公
用
車

の
Ｅ
Ｖ
化
、
Ｅ
Ｖ
自
動
運
転
デ

マ
ン
ド
バ
ス
や
グ
リ
ー
ン
ス

ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
導
入
し
、

高
齢
者
を
は
じ
め
と
す
る
住
民

の
利
便
性
を
向
上
し
、
脱
炭
素

化
の
取
組
を
通
じ
て
「
サ
ス

テ
ィ
ナ
ブ
ル
・
ア
イ
ラ
ン
ド
奥

尻
」
を
実
現
し
ま
す
。

○
お
く
し
り
ま
る
ご
と
祭

　

既
存
の
イ
ベ
ン
ト
を
一
新
し

て
令
和
６
年
度
よ
り
開
催
さ
れ

て
い
る
島
内
最
大
の
イ
ベ
ン

ト
。

産
業
ま
つ
り
と
観
光
ま
つ
り
を

兼
ね
て
お
り
、
島
の
産
業
に
ち

な
ん
だ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
食

を
楽
し
め
る
だ
け
で
な
く
、
町

民
も
観
光
客
も
入
り
混
じ
り

「
ま
る
ご
と
」
一
つ
に
な
っ
て

大
い
に
賑
わ
う
イ
ベ
ン
ト
で

す
。

　

飾
り
つ
け
さ
れ
た
漁
船
が
港

湾
内
で
パ
レ
ー
ド
を
し
た
り
、

も
ち
ま
き
や
郷
土
芸
能
「
奥
尻

祈
漁
太
鼓
」
の
演
舞
、
近
距
離

で
上
げ
ら
れ
る
打
ち
上
げ
花
火

な
ど
島
の
産
業
発
展
を
祈
願
し

た
多
彩
な
行
事
は
圧
巻
で
す
。

○
島
の
幸

　

奥
尻
の
海
の
幸
を
代
表
す
る

も
の
と
い
え
ば
「
ウ
ニ
」
で

す
。
最
も
来
島
者
の
多
い
夏
が

ウ
ニ
の
漁
期
に
あ
た
る
た
め
最

高
の
味
が
楽
し
め
ま
す
。
ウ
ニ

料
理
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

が
、
お
す
す
め
は
何
と
い
っ
て

も
生
ウ
ニ
た
っ
ぷ
り
の
「
ウ
ニ

丼
」
で
す
。
シ
ン
プ
ル
な
だ
け

に
新
鮮
な
ウ
ニ
の
お
い
し
さ
が

際
立
ち
ま
す
。

　

奥
尻
の
海
の
幸
は
ウ
ニ
ば
か

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
ワ

ビ
、
イ
カ
、
カ
レ
イ
、
ヒ
ラ

メ
、
ホ
ッ
ケ
、
マ
ス
、
ソ
イ
、

エ
ビ
、
タ
ラ
な
ど
、
ま
さ
に
海

の
幸
総
動
員
と
い
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。
ツ
ブ
な
ど
の
貝
類
や
、

岩
ノ
リ
な
ど
の
海
藻
類
も
豊
富

で
す
。
季
節
の
魚
介
類
を
産
地

で
味
わ
う
、
こ
れ
が
奥
尻
グ
ル

メ
の
神
髄
と
い
え
ま
す
。

　

海
の
幸
だ
け
で
は
な
く
、
島

の
自
然
が
育
く
む
食
材
は
お

米
・
野
菜
・
山
菜
な
ど
も
揃
い

食
の
宝
庫
と
言
え
ま
す
。
島
の

養
分
を
吸
っ
て
、
み
ず
み
ず
し

く
育
っ
た
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
行

者
ニ
ン
ニ
ク
な
ど
の
奥
尻
の
山

菜
、
島
の
お
米
は
離
島
最
北
の

米
ど
こ
ろ
で
、
温
暖
な
気
候
と

豊
富
な
水
が
お
い
し
い
お
米
を

育
て
ま
す
。
「
ふ
っ
く
り
ん

こ
」
「
な
な
つ
ぼ
し
」
な
ど
の

人
気
銘
柄
米
が
栽
培
さ
れ
、
島

内
の
民
宿
・
飲
食
店
で
食
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
ブ
ド
ウ
の
栽
培

か
ら
ワ
イ
ン
の
醸
造
ま
で
島
で

行
う
「
奥
尻
ワ
イ
ン
」
や
島
の

お
米
と
お
水
で
醸
造
し
た
特
別

純
米
酒
「
奥
尻
」
と
島
の
グ
ル

メ
と
相
性
の
良
い
お
酒
も
あ
り

ま
す
。

○
離
島
留
学
（『
ま
な
び
じ
ま

「
奥
尻
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』）

　

奥
尻
高
等
学
校
「
奥
尻
ブ

ル
ー
」
と
も
呼
ば
れ
る
海
や
、

豊
富
な
水
を
は
ぐ
く
む
ブ
ナ
を

は
じ
め
と
し
た
森
林
に
囲
ま
れ

る
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
も

と
、
普
通
科
高
校
な
が
ら
、
北

海
道
で
も
唯
一
の
取
り
組
み
で

も
あ
る
「
ス
ク
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン

グ
」
授
業
を
実
施
す
る
な
ど
、

漁
業
後
継
者
等
の
育
成
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
4
月
に
北
海
道
か

ら
町
に
移
管
し
、
町
立
高
校
と

な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
高
校
の

さ
ら
な
る
魅
力
向
上
の
た
め

『
ま
な
び
じ
ま
「
奥
尻
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
』を
展
開
し
て
お
り
、

生
徒
が
奥
尻
島
の
発
展
に
つ
い

て
考
え
、
行
動
す
る
７
つ
の
取

組
み
を
実
施
し
、
地
域
の
将
来

を
担
う
人
材
の
育
成
を
図
っ
て

い
る
ほ
か
、
難
関
大
学
へ
の
進

学
も
視
野
に
入
れ
た
進
路
指
導

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
は
、
北
海

道
は
も
と
よ
り
、
全
国
か
ら
生

徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

・
問
合
せ

奥
尻
高
等
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://www.town.okushiri.
lg.jp/highschool/

○
奥
尻
町
創
業
・
雇
用
拡
大
事

業
　

奥
尻
町
で
は
、
新
た
に
１
名

以
上
の
従
業
員
を
雇
用
し
て
事

業
を
拡
大
し
た
り
、
こ
れ
か
ら

新
し
く
事
業
を
始
め
ら
れ
る
方

を
対
象
と
し
た
補
助
制
度
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

制
度
の
対
象
者
は
、
島
内
で

こ
れ
か
ら
創
業
を
希
望
す
る

方
、
島
内
で
既
に
事
業
を
営

み
、
従
業
員
を
新
規
雇
用
し
て

事
業
拡
大
す
る
方
、
奥
尻
島
の

特
産
品
の
販
売
な
ど
を
行
う
た

め
に
島
外
で
創
業
を
希
望
す
る

方
で
、島
内
の
事
業
者
の
売
上
、

収
益
性
の
向
上
と
新
規
雇
用
の

拡
大
に
繋
が
る
事
業
、
取
組
を

行
う
方
と
な
っ
て
い
ま
す
。
詳

し
い
こ
と
は
奥
尻
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
公
募
時
期
（
例
年

12
月
～
１
月
）
に
情
報
を
掲
載

し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　

奥
尻
町
は
、
少
子
高
齢
化
や

産
業
の
衰
退
な
ど
、
多
く
の
課

題
が
山
積
み
し
て
お
り
、
ま
ち

づ
く
り
や
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
寄
附
を
募
っ
て

い
ま
す
。
皆
様
の「
ふ
る
さ
と
」

を
思
う
ご
支
援
が
奥
尻
町
の
未

来
を
拓
く
大
切
な
支
え
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
次
の

事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

①
ま
ち
の
活
力
を
育
て
る
（
産

業
振
興
）

②
ま
ち
の
ぬ
く
も
り
を
育
て
る

（
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実
）

③
ま
ち
の
う
る
お
い
を
育
て
る

（
基
盤
整
備
・
生
活
環
境
の
整

備
）

④
ま
ち
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
育

て
る
（
教
育
・
生
涯
学
習
・
文

化
の
充
実
）

⑤
ま
ち
の
輪
を
育
て
る
（
地
域

づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
）

　

返
礼
品
は
寄
附
い
た
だ
い
た

金
額
に
応
じ
て
、
奥
尻
町
の
特

産
品
を
各
種
取
り
揃
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
担
当
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
担
当
：
総
務
課
）

奥おく
し
り尻
町
の
ご
紹
介

観
光
ス
ポ
ッ
ト

市
町
村
か
ら

移
住
に
つ
い
て

●お問い合わせ　
奥尻町役場　〒０４３－１４９８　北海道奥尻郡奥尻町字奥尻４２８番地２
ＴＥＬ：０１３９７－２－３１１１　ＦＡＸ：０１３９７－２－３４４５

E-mail：info@town.okushiri.lg.jp
公式ホームページ：https://www.town.okushiri.lg.jp

「
ゆ
っ
た
り
流
れ
る
島
時
間
　
奥
尻
島
」

※
掲
載
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
は
諸
事
情
に
よ
り
開
催
日
程
の
変
更
、
中
止
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
納
税

          ↑
　詳細は
こちらから　

ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
は
こ
ち
ら
か
ら
↓

ha

奥尻町へのアクセス

フェリーの場合
　奥尻島↔︎江差間　約 2 時間 10 分
　※運行時間は期間により違うため
　　 運行時刻表をご確認ください。　

航空機の場合
　札幌丘珠空港から最短約 50 分
　首都圏・関西から最短約 2 時間

詳細は
こちらから→

奥尻町　https://www.town.okushiri.lg.jp
奥尻島観光協会　https://unimaru.com

※主な空港からの所要時間
　丘珠 ( 札幌 ) ー函館　所要時間 40 分
　函館ー奥尻　所要時間 30 分
　丘珠 ( 札幌 ) ー奥尻　所要時間 50 分
　羽田ー函館　1 時間 20 分

【道内から】
丘珠（札幌）、函館

【道外から】
羽田（東京）、関西・伊丹（大阪）、中部（名古屋）



  　2025 年 ( 令和７年）　３月１日　　北　海　道　倶　楽　部　昭和 30 年 5 月 30 日（第３種郵便物認可）　第７９９号　（4）

令和６年度定時会員総会議案 （一部抜粋）

令和７年３月１０日に令和６年度定時会員総会を行います。
詳細はホームページに掲載されております。当日議案の一部を抜粋しています。
正会員と維持会員の皆様には令和６年度定時会員総会招集通知を発送しております。お手数ですが、同封のはがきにて、出欠の
ご返送をいただきますようお願いいたします。ご欠席の方は委任による議決権行使をお願いいたします。

令和７年度寄附のお願いについて
公益事業への皆様のご支援をよろしくお願い申し上げます。

貸借対照表
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科 目 当年度 前年度 増減

I　資　産　の　部

1．流　動　資　産

現 金 ・ 預 金 3,185,956 4,192,590 △1,006,634

貯 蔵 品 33,273 72,338 △39,065

キ ャ ン ペ ー ン 品 687,676 861,147 △173,471

未 収 入 金 75,000 0 75,000

仮 払 金 0 0 0

流　動　資　産　合　計 3,981,905 5,126,075 △1,144,170

２．固　定　資　産

什 器 備 品 3,000 3,000 0

0

固　定　資　産　合　計 3,000 3,000 0

資　　産　　合　　計 3,984,905 5,129,075 △1,144,170

Ⅱ　負　債　の　部

１．流　動　負　債

未 払 金 42,185 1,361,331 △1,319,146

仮 受 金 12,313 17,574 △5,261

流 動 負 債 合 計 54,498 1,378,905 △1,324,407

２．固　定　負　債

退 職 給 与 引 当 金 0 0 0

固 定 負 債 合 計 0 0 0

負　　債　　合　　計 54,498 1,378,905 △1,324,407

Ⅲ　正　味　財　産　の　部

一般正味財産

（正味財産期末残高）
3,930,407 3,750,170 180,237

正　味　財　産　合　計 3,930,407 3,750,170 180,237

負債および正味財産合計 3,984,905 5,129,075 △1,144,170

貸　借　対　照　表

（令和6年12月31日）                                 （単位円）

◎　附属明細書は、注記に記載した。若しくは明細項目（引当金等明細）が無いため、作成しない。
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　種　　別　　　　　     　概　　要
１９カ所（レストラン、店舗等）設置
北海道関連のパンフレット（「北海道 ”NOW”」の紹介頁の市町村などのもの）
北海道情報紙「北海道 ”NOW”」などを毎月送付し、無償配布。

倶楽部の公益事業の対外的広報のため、内容の更新に務めた。
イベント等の参加申込、終了報告、その他報告事項など更新を行った。

1)「公益財団法人パシフィック・ミュージック・フェスティバル組織委員会」
　川村会長が顧問に就任中。
2) ふるさと会連合会「第 28 回産直フェア」（代々木フェア）
3) ほっかいどう応援団会議参加中。                                          　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　                                                                  　　以上

(3) 北海道情報ラック
設置

(4) 倶楽部ホームペー
ジ対応

５. 協賛・後援名義
の付与など

損益計算書（正味財産増減計算書）
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令和６年度損益計算書（正味財産増減計算書） 令和６年度　１月１日～１２月３１日

公益事業会

計
法人会計

[T]公益・法人

総計(合計)

前年度決算

令和5年12

月31日

決算増減

（令和6年-令

和5年）

（１）経常収益     [収入]

受取会費

　　（入会金） 17,500 17,500 35,000 35,000 0

（正会員会費収入） 892,500 892,500 1,785,000 1,620,000 165,000

（維持会員会費収入） 2,055,000 2,055,000 4,110,000 4,380,000 △270,000

事業収入

　（広告収入） 888,000 1,300,000 2,188,000 908,000 1,280,000

（交流、キャンペーン等収入） 2,408,793 1,802,556 4,211,349 4,412,044 △200,695

受取寄附金（寄附・協賛金） 2,576,000 0 2,576,000 2,847,000 △271,000

受取利息 0 305 305 54 251

雑収入 40 0 40 120 △80

経常収入計（収入高合計） 8,837,833 6,067,861 14,905,694 14,202,218 703,476

（２）経常費用[事業費・管理費] 事業費 管理費

給料手当 2,442,616 1,628,411 4,071,027 6,113,936 △2,042,909

諸謝金 15,000 0 15,000 0 15,000

法定福利費 30,664 20,443 51,107 489,083 △437,976

退職給付繰入額 0 0 0 75,000 △75,000

外注費 3,378,632 773,500 4,152,132 3,078,176 1,073,956

荷造運賃 38,266 0 38,266 41,795 △3,529

会議費 59,400 28,600 88,000 22,000 66,000

旅費交通費 346,692 71,132 417,824 230,210 187,614

通信費 549,947 396,381 946,328 1,017,645 △71,317

会合費 1,918,840 1,680,617 3,599,457 3,710,934 △111,477

消耗品費 219,286 136,954 356,240 364,018 △7,778

修繕費 0 0 0 0 0

新聞図書費 137,740 0 137,740 135,087 2,653

賃借料 100,982 67,322 168,304 172,949 △4,645

雑費 509,239 174,793 684,032 535,928 148,104

経常費用計（事業費・管理費計） 9,747,304 4,978,153 14,725,457 15,986,761 △1,261,304

-909,471 1,089,708 180,237 △1,784,543 1,964,780

当期一般正味財産増減額（当期純損益金額） -909,471 1,089,708 180,237 △1,784,543 1,964,780

※ 3,750,170 5,534,713 △1,784,543
3,930,407 3,750,170 180,237
3,930,407 3,750,170 180,237

※令和5年度決算の期末残高

一般正味財産期末残高
正味財産期末残高

※一般正味財産期首残高

当期経常増減額（事業損益金額）

経

常

収

益

!

収

入

 

"

経

常

費

用

!

事

業

費

・

管

理

費

"

 一般正味財産増減の部

経常増減の部

・会費収入は法人会計に５０％振り分けた。(会費規程第

6条)

・給料手当、法定福利費、退職給付繰入額は従事割合

(40%)により、法人会計に振り分けた。

・通信費の内、電話及びインターネット費用等は使用割

合 (40%)により、法人会計に振り分けた。他は各個別部

門で負担した。

・賃借料は使用割合(40%)により、法人会計に振り分け

た。

・その他諸費用は個別部門に配賦したもの以外は40％

を法人会計に振り分けた。

財産目録
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（単位円）
科　　　　目 場所・物量等 使用目的等 当年度 前年度 増減

（流　動　資　産）
現 金 ・ 預 金 運転資金として 3,185,956 4,192,590 △1,006,634

現金 現金手元有高 0 0 0

預金 普通預金　みずほ銀行町村会館出張所１ 470,005 683,979 △213,974

預金 普通預金　北洋銀行東京支店　 1,873,880 2,442,766 △568,886

預金 普通預金　北海道銀行東京支店 446,860 447,374 △514

預金 定期預金　北洋銀行東京支店　 200,000 200,000 0

預金 定期預金　北海道銀行東京支店 100,000 100,000 0

貯金 郵便振替預金 95,211 318,471 △223,260

貯 蔵 品 計 在庫として 33,273 72,338 △39,065

切手 事務所保管
23,556 59,140 △35,584

バッジ対価の使用待ち

切手

はがき 事務所保管 2,457 3,528 △1,071

レターパック 事務所保管 4,260 9,670 △5,410 バッジほか送付用

金券（クオカード） 3,000 0 3,000 寄附預かり

キ ャ ン ペ ー ン 品 計 在庫として
687,676 861,147 △173,471

キャンペーン用バッジ

等の在庫

ブラウンリボンバッジ 事務所保管 94,038 181,374 △87,336

千島桜バッジ 事務所保管 213,133 297,633 △84,500

CD 事務所保管 86,360 86,360 0

新幹線バッジ 事務所保管 294,145 295,780 △1,635

未 収 入 金 75,000 0 75,000 交流の夕べ会費、年会費再請求

仮 払 金 0 0 0
流　動　資　産　合　計 3,981,905 5,126,075 △1,144,170
（固　定　資　産）

什 器 備 品 計 3,000 3,000 0
絵画　西村計雄　「ハイデルベルヒ’６３」 事務所保管（会議室展示） 1,000 1,000 0

絵画　西村貴久子「流氷」 事務所保管（会議室展示） 1,000 1,000 0
絵画　岩船修三「白鳥」 事務所保管（会議室展示） 1,000 1,000 0

電 話 加 入 権 備忘価額 0 0 0
固　定　資　産　合　計 3,000 3,000 0
資　　産　　合　　計 3,984,905 5,129,075 △1,144,170
（流　動　負　債）

未 払 金 42,185 1,361,331 △1,319,146 後納郵便代ほか

仮 受 金 計 12,313 17,574 △5,261 雇用保険

内　雇用保険 12,313 9,574 2,739

流 動 負 債 合 計 54,498 1,378,905 △1,324,407
（固　定　負　債）

退 職 給 付 引 当 金 0 0 0
固 定 負 債 合 計 0 0 0

負　　債　　合　　計 54,498 1,378,905 △1,324,407

正　味　財　産　合　計 3,930,407 3,750,170 180,237
負債および正味財産合計 3,984,905 5,129,075 △1,144,170
◎　附属明細書は、注記に記載した。若しくは明細項目（引当金等明細）が無いため、作成しない。

財　産　目　録　（令和6年12月31日）                    
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　種　　別　　　　　     　概　　要
1 月２６日（金）18 時　ホテルニューオー
タニ「麗の間」会費 1 万５千円
　４年ぶりにコロナ前の立食形式にて、約
80 名の参加で、キャンペーン「北方領土
返還」「地域活性化・ふるさと納税」「北海
道新幹線早期実現」をテーマに新年交礼会
を開催した。（次第、写真及び会報記事参
照）

　
　当倶楽部も一員となっている大会実行委員会の主催により、２月７日の北方
領土の日に東京・渋谷区の国立オリンピッ
ク記念青少年総合センターで開催された。
岸田首相を迎えて元島民代表や全国の返還
要求運動団体代表者ら 1000 人が参加し、
倶楽部からも間瀬評議員会議長ら６人が参
加した。

 　北海道倶楽部主催の「交流の夕べ」が８月６日夜、東京・銀座で開かれた。
川村隆会長の挨拶の後、　上田晃弘北海道東
京事務所長から祝辞をいただき、厚谷司夕張
市長は、これまでの夕張支援に対する感謝を
述べられた。この後、約 70 人の参加者らは
食事を楽しみながら懇談した。（次第、写真
及び会報記事参照）

　北海道倶楽部が取り組む「北方領土返還運動推進」などキャンペーンの推進
を目的とした、「第 5 ８回交流イベント」が 10 月 10 日夜、東京・港区の明
治記念館で開かれた。会員、会員外を含め約１５０人が参加した。
　冒頭、川村隆会長が 2027 年に倶楽部が創設 100 周年を迎えることを紹介

令和６年度事業報告
令和６年１月１日から令和６年 12 月 31 日まで

１.キャンペーン推進の
ための事業

（1）新年交礼会
　　　　　1 月２６日

（2）令和６年北方領
土返還要求全国大会
　　　　　　　　参加
　　　　　　2 月 7 日

（3）交流の夕べ
　　　　　　８月６日

（4）交流イベント
　　　    10 月 10 日
　　　（旧道産子の会）

北方領土返還・ふるさと納税・北海道新幹線早期実現

令和６年１月２６日（金）１８時～２０時　会場　ホテルニューオータニ　「麗の間」

「ちぎれ千島に雲が飛ぶ（森繁久弥）」の後

１．開会の辞 ～キャンペーンについて 
　　北海道倶楽部会長　　　　川村　隆              

 2．   来賓祝辞
　　北海道　副知事　　　       濱坂　真一 様           
 
 3．来賓ほかのご紹介（敬称略）

 5．乾杯  

　

 （会長）           川村　隆 
　）声発（武尚　保久大 　 ）長会副（     

修   間本 　 一秀  木鈴  ）長事理副（     

 4.    自治体ご挨拶・広報　
　　札幌市  東京事務所長　 佐藤　美賀 様

 6．懇談     １８：３０
　　積極的な交流（名刺交換など）を願います。

 7．中締め ２０時   間瀬　雅晴（評議員会議長）　　　　　　　　　　　　　　　 　

  令和６年新年交礼会
公益社団法人北海道倶楽部

※ご来場の方は｢ブラウンリボンバッジ」「千島桜バッジ」「新幹線バッジ」の何れかを
お付けいただくよう、お願い申しあげます。（受付で用意しております。4 個 1 組千円）

 

千島桜
キャンペーン

We Love Hokkaido

北海道

新幹線
早期実現

ブラウン
リボンバッジ

北方領土返還
シンボルバッジ

北方領土返還

地 域 活 性 化

地域活性化

       ふるさと納税

３．ご紹介（敬称略）
その場でお声を挙げて下さい。

政党・国会議員（および事務所の代理の方）
参議院議員　　　　  　  鈴木　宗男
参議院議員                         竹谷　とし子

北海道   
北海道　副知事                 濱坂　真一
北海道　東京事務所長    上田　晃弘
札幌市　東京事務所長　佐藤　美賀 

ふるさと会 
北海道ふるさと会連合会　会長  　  新家　鶴男
北海道ふるさと会連合会　副会長    三井　照夫
東京滝川会　　　　　　今野　利春

【 交流イベント 】

　　　★２０２４年北海道倶楽部イベント予定★

是非ご参加ください。

※　お帰りに「ふうれん田舎餅」（豆餅）をお土産用にご用意しております。是非お持ち帰り下さい。
   （数に限りがございますので、ご了承下さい。）

　　　　　★特別講演会のご案内★
演題　「北広島市の近未来展望」について」

日時　 ２月９日（金）午前 11 時半～ 12 時半

会場　 アイオス永田町会議室　倶楽部事務所の 2 階です

                （千代田区永田町 2-17-17　永田町ほっかいどうスクエア２階）

講師　 北広島市長　上野　正三　氏

参加費　無料
どなたでもご参加頂けます。

北広島市のボールパーク構想やまちづくりの

お話を伺える大変貴重な機会です。

是非皆様のお申込みをお待ちしております。　

※受付にご案内と申込用紙をご用意して
    おります。申込締切２月５日（先着順）　

【 交流の夕べ 】

※ご協賛御礼 　ありがとうございました
北海道ワイン株式会社様より「おたる醸造」（白・辛口）

８月上旬予定 10 月下旬予定

写真は昨年の様子

写真は 2022 年の様子

　   (相談役）    岡村　進

本年度もふるさと納税をお忘れなく

お土産袋の内容（お忘れなくお持ち帰りください。）
・　夕張市支援のメロン１個
・ 夕張市ふるさと納税パンフレット

御協賛をありがとうございます。

抽
選
を
し
て
決
定
し
ま
す

ペットボトルホルダー
（500mlから600ml用）
　　　２４個　　 　　

ニトリホールディングス 北見ハッカ通商

サッポロライオン

お食事券（5千円相当）　２セット
カレーセット 　  ３セット

　十勝毎日新聞社

ペパーミントギフトセット
　　　　　5セット

十勝トテッポ工房　
洋菓子詰め合わせ　

2セット

サッポロビール 雪印メグミルク
ナチュラルチーズ×5セット

淡雪、プロボローネ、チェダー（クラッシュ）、
ゴーダ（クラッシュ）   ※内容は変更がある場合があります。

サッポロ黒ラベル　
350ml 6缶パック　１２セット

ポロ黒ラベル　
パック　１２セット

※ギフトセットの内容例

北海道
新幹線
早期実現

 
    

      

ブラウン
リボンバッジ
北方領土返還

千島桜
シンボルバッジ
北方領土返還

キャンペーン

We Love Hokkaido
北方領土返還・ふるさと納税・北海道新幹線早期実現

夕張市に支援を

地域活性化

地域活性化

ふるさと納税
ジ

ふ北早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早

（開始 18 時 00 分 　開始前に森繁久弥さんの「ちぎれ千島に雲が飛ぶ」を流します。） 
次　第

1.会長挨拶 　川村　隆（会長）

2.祝辞 　上田　晃弘　様（北海道東京事務所長）

　厚谷　司　　様（夕張市長）
3.国会議員,自治体ほか

ご紹介（名簿◎印記載の通り　敬省略）

4.新入会会員ご紹介 （名簿〇印記載の通り　敬省略）

5.乾杯（18：20） 　大久保 　尚武（理事長）

6.懇談 （名刺交換を積極的に行って頂きますようにお願いいたします。）

7.アトラクション（18：45）  清野　百香 　(ヴァイオリニスト）

8.抽選会（19：00） 鈴木秀一（副理事長）、千葉豊喜（評議員会副議長 代理 乙部正隆）

9.中締め（～20：00） 上條　努（評議員会議長）

令和６年　８月 ６ 日（火）銀座クラシックホール

公益社団法人北海道倶楽部

第２６回　交流の夕べ
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　種　　別　　　　　     　概　　要
・北海道総務部北方領土対策本部
・夕張市
・北海道東京事務所（「どさんこプラザ」、「どさんこ旅サロン」）
・北海道教育庁
４) 夕張市振興へ協力
　8 月の「交流の夕べ」で夕張振興を訴え、「夕張メロン」を参加者にお土産
として提供し、夕張市の「ふるさと納税」のパンフレットを配布するなどの支
援イベントを行った。

１) ブラウンリボンバッジについて
　北方領土問題の早期解決実現のためには、政府の外交交渉と並行し、それを
後押しする関係者の熱意と実行力が不可欠で、返還運動に関心を持つ方々の応
援団を増やすためには、底辺を拡大し、その輪をさらに 広げることが必要で
ある。そのために、「日常会話に登場する返還運動」へと転換する必要があり、
それを可能にするために、話題のきっかけとなる「きっかけグッズ」の頒布活
動をキャンペーン事業 として推進するものである。
   ブラウンリボンバッジ配布数等は下記の通りである。（配布開始2010年1月）
配布バッジ数累計　46,569 個（無料分を含む）（うち本年度配布 1,197 個）
収入総額 7,712,873 円（発注バッジ総数 43,588 個、発注総額 4,256,157 円）
２) 千島桜バッジについて　「シンボルの花」
　北方領土返還要求運動の新たな展開を図るため、返還要求運動の統一的なシ
ンボルとして、誰もが親しみやすく身近に感じる「花」を選び、北方領土啓発
資材等に「花」をモチーフにしたイラストを使用して、北方領土問題の一層の
啓発を図るとともに世論の結集に務めることを目的に広く道内から公募され
た。倶楽部は道からの呼びかけにより 2013 年 9 月 5 日より千島桜バッジの
頒布を開始した。
　千島桜バッジ配布数等は下記の通りである。（配布開始 2013 年 9 月）
配布バッジ数累計　4,310 個（無料分を含む）（うち本年度配布 692 個）
収入総額 843,330 円（発注バッジ総数 4,000 個、発注総額 304,426 円）
3）「ちぎれ千島に雲が飛ぶ」の CD 配布
　北方 4 島の思いを、故森繁久彌さんが作詞し歌った上記 CD を、北方領土返
還運動に役立ててくださいという、次男の建さんのご厚意で有料配布している。

（送料込み千円）　　累計 482 枚、本年度 0 枚（無料分を含む）
　累計収入金額 388,600 円　本年度収入金額 0 円

１）北海道新幹線早期実現推進の意識を高めるための早期実現「新幹線」バッ
ジを実費で頒布した。
２）趣旨： 北海道新幹線をより早期に実現するためには、「日常会話に登場す
る北海道新幹線早期実現推進運動」をする必要があり、それを可能にするため
に、話題のきっかけとなる「きっかけグッズ」の頒布活動を事業 として推進

(2) 北方領土返還推進
「ブラウンリボンバッ
ジ」「千島桜バッジ」
キャンペーン

(3) 北海道新幹線早期
実現「新幹線バッジ」
キャンペーン
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　種　　別　　　　　     　概　　要

３.キャンペーン推進
のための調査研究事業
 特別講演会

４.キャンペーン推進
のためのメディア事業
(1) 北海道情報紙「北
海道 ”NOW”」の配布

(2)「北海道の市と町
と村をご紹介」

するものである。
３）早期実現

2 2 2 2

「新幹線」バッジについて
　絵柄で北海道と新幹線を、文字で北海道と新幹線への想いを表現した。２５
mm サイズのピンバッジである。色は北海道新幹線のイメージ－緑と、情熱・
熱意を表す赤を配色した。北海道新幹線早期実現

2 2 2 2

のため、話題の「きっかけ」グッ
ズとなれば幸いである。交流事業、メディア事業などを活用し全国に配布した。
バッジ配布数等は下記の通りである。（配布開始 2010 年８月）
配布バッジ数累計  3,472 個（無料分を含む）（うち本年度配布 11 個）
累計収入総額 586,858 円（発注バッジ総数 6,000 個、金額 675,675 円）

（北海道新幹線（新青森ー新函館北斗間）は、平成 28 年 3 月 26 日に開業。
札幌延伸は平成 24 年 6 月工事実施計画が認可され、当初の 2030 年度末開業
予定から大幅に延期となる見通し。）
１)「 北広島市の近未来展望」
　北海道倶楽部主催の講演会は、２月９日、東京・千代田区の「アイオス永田
町」で会員外を含め約 50 人の聴衆を集めて開かれ、北広島市の上野正三市長
が上記演題にて講演した。「北海道ボールパーク
Ｆビレッジ」について、2015 年からの誘致運動
の経緯などを語り、今後の街づくりを巡り、「北
海道ボールパークＦビレッジと連携、新たな価値
を創造していきたい」と述べた。参加者は広く一
般を対象とし、会報と倶楽部 HP で告知をし、参
加費は無料とした。
２)「Rapidus が目指す最先端半導体量産への道程 ～この千載一遇の機会に賭
ける～」
　北海道倶楽部主催の講演会（２回目）は、6 月 27 日、東京・千代田区の「ア
イオス永田町」で会員外を含め約 60 人の聴衆を集
めて開かれ、Rapidus 株式会社の小池 淳義代表取
締役社長が上記演題にて講演した。北海道への経済
効果と北海道バレーについて述べた。参加者は広く
一般を対象とし、会報と倶楽部 HP で告知をし、参
加費は無料とした。
北海道情報紙「北海道 ”NOW”」の配布
　本年度もメディア事業は、北海道情報の北海道外への広報活動を志向した。
第７８７号から第７９７号まで１０００部印刷し発行（毎月 1 日、ただし 2
月 1 日号は休刊）
会員以外への配布もおこなった。( 北海道情報ラック）HP にも掲載している。
WEB 版として HP 上に掲載することにより、会員外も自由に無料でアクセス
でき、様々な読者層にアピールすることができる。
前掲２.(1)- ２）の通り WEB 版発行。
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　種　　別　　　　　     　概　　要

（5）北方領土返還要
　求中央アピール行進
　　　　　　　   参加
　　　　     12 月 1 日

２. キャンペーン
(1) ふるさと納税・地
域振興等キャンペーン

した。国土交通省の柿崎恒美北海道
局長、上田晃弘北海道東京事務所長
のご祝辞の後、出席した国会議員や、
道内自治体関係者らが次々に紹介さ
れた。
　乾杯後、北海道民謡人会による唄
と三味線の演奏は参加者を魅了した。
また、恒例の福引抽選会はイベント
を盛り上げた。御協賛社は 48 社に上った。会場の一
角にはかつてビザなし交流で北方領土を訪れた会員
らが撮った、数多くの写真が展示された。（次第、写
真及び会報記事参照）

　根室管内 5 市町でつくる「北方領土隣接地域振興対策根室管内市町連絡協
議会」（北隣協）の主催。１９４５年に当時の根室町長が領土返還を陳情した
ことにちなんだ「返還要求運動原点の日」の 12 月 1 日に毎年開催しており、
今回で 17 回目となった。今年の行動には、
根室管内出身者をはじめ、各都道府県の返
還運動関係者ら約 500 人が参加した。参加
者らは日比谷野外音楽堂から鍛冶橋まで約
1.6㎞をデモ行進した。北海道倶楽部からも
川村隆会長、有末真哉副理事長、間瀬雅晴
理事ら７人が参加した。

１) 北海道 ”NOW"（情報紙・会報）に自治体紹介
　地域振興等キャンペーンに資するため、平成 28 年 3 月号から北海道と協議
し 1 号あたり２ 自治体の紹介を掲載しているが、今年度は日高振興局、根室
振興局、渡島総合振興局、檜山振興局内の合計１９市町村を順次掲載した。
２)「北海道の市と町と村をご紹介 Vol. ６」WEB 版発行
　今年度の 1 年間に北海道 ”NOW" に掲載した
日高振興局、根室振興局、渡島総合振興局、檜
山振興局の合計 19 市町村を再録し、地域振興
等キャンペーンに資するため、小冊子 WEB 版

（78 頁）として 12 月１日付で発行し、倶楽部
の HP に掲載した。
３) 北海道 ”NOW" インフォメーションに掲載
　地域振興等キャンペーンに資するため、北海道等が主催・共催・後援する事
業を本年度は、下記の広報記事を掲載し広報した。
・北海道北広島市役所
・北海道根室振興局
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１．寄附募集先と寄附の目的
・広く、一般の方を対象に寄附を募るものです。どなたでもご寄附いただけます。
・北海道倶楽部の当年度の公益事業に充てます。但し、次年度以降の公益事業に充てることがありま
す。
２．寄附の種類
・別表の区分により寄附を募集します。それぞれ何口でも、組み合わせ自由で応募いただけます。
・ なお、ご寄附を頂いた場合、広報紙 ” 北海道 NOW” を 1 年間送付（倶楽部会員ではない方）するほか、
　寄附者名を ” 北海道 NOW” に載せ、北海道倶楽部の各キャンペーン集会にご案内することなどを行
　っております。
３．寄附以外でのご協力のお願い　
・あわせて会員の勧誘、維持会員の口数増のご協力、北海道倶楽部の各種メディアへの広告出稿、キャンペーンイベ　　
　ントの御協賛ほかにもご協力をお願いいたします。

●　寄附応募のご連絡の方法
・ 倶楽部ホームページ（http://www.hokkaido-c.or.jp/_jump/ 寄付 / 寄付のお願い .html）に申込書がご　　　　　　　
　ざいます。そちらにご入力の上、倶楽部にメールか FAX でご連絡をお願いします。
　右の QR コードからもページへアクセスすることができます。
・倶楽部より寄附申込書類の送付をご希望の方はメールか FAX にてお知らせください。
　※振込用紙、お振込依頼書が必要なく、直接ご入金なさる場合は、ご入金の際の振込人名、寄附金額、　
振込日、ご住所、連絡先電話番号もしくはメールアドレスをご記載のうえ、倶楽部までご連絡をお願いします。
　　（個人でのご寄附の場合、受領証明書の発行の際にご住所が必要となりますので、必ずご記載ください。）

寄附の種類	
（A）一口 100 万円
（B）一口   50 万円
（C）一口   10 万円
（D）一口　 1 万円
（E）一口　  5 千円
（F）一口　  3 千円
　任意の金額も可

　北海道倶楽部は　平成 26 年 1 月から公益社団法人北海道倶楽部となり、公益事業を行う社団法人となっております。
　公益認定を受けた社団法人は、公益事業推進のため、広く寄附金を集めるため、各種の税制上の優遇措置が設けられています。こ
のため公益社団法人北海道倶楽部は平成 26 年から毎年、公益事業のため広く寄附金を募っております。
　また、令和４年９月２６日に租税特別措置法施行令第26条の28の2第1項に規定する要件を満たすとして、内閣総理大臣より２回
目の「税額控除に係わる証明書」を受けました。税制上の優遇措置として、所得控除制度と税額控除制度の選択が出来ます。当倶楽
部は令和9年（2027年）に創設１００周年を迎えます。北海道倶楽部の目的にご賛同いただき、皆様の、ご理解とご協力をお願い申
し上げます。



    （5）   2025 年 ( 令和 7 年）　3 月１日　　北　海　道　倶　楽　部　昭和 30 年 5 月 30 日（第３種郵便物認可）　第７９９号
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▼
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▼
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車
を
か
け
た
。「
弱
り
目
に
祟
り

目
」
で
あ
る
。
信
頼
回
復
ー
そ
れ
に
は
経
営
陣
の
総
入
れ
替

え
を
含
め
、
一
か
ら
出
直
す
し
か
な
い
。　
　
　
　
　
（
北
）

「百万ドルの夜景」時間交代制導入へ 函
館
市

函館山展望台の混雑対策に本腰
　

百
万
ド
ル
の
夜
景
で
知
ら
れ
る
函
館
山
（
３
３
４
㍍
）
展
望
台
を
巡
り
、
夜
景
観
賞
を
目
当
て
に
訪
れ
る
場
合
、

近
い
将
来
、
時
間
制
を
導
入
す
る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。
函
館
市
が
２
０
２
５
年
度
、
本
格
的
に
具
体
策
を
検
討
す

る
。
眺
望
が
良
い
展
望
台
前
列
の
観
光
客
を
一
定
の
人
数
ご
と
に
短
時
間
で
入
れ
替
え
る
方
法
な
ど
が
想
定
さ
れ
て

い
る
と
い
う
。

昨
年
の
Ｇ
Ｗ
、
一
時
80
分
待
ち
も

　

展
望
台
前
列
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
撮
影
に
時
間
を
か

け
る
人
も
多
く
、
市
な
ど
に

は
「
見
づ
ら
か
っ
た
」「
長

く
待
た
さ
れ
た
」
な
ど
の
苦

情
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
特
に
冬

場
は
寒
さ
も

加
わ
り
、
満

足
度
の
低
下

も
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

　

北
海
道

の
「
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
」（
観

光
公
害
）
を

象
徴
す
る
よ

う
な
場
所
に

も
な
っ
て
お

り
、
市
は
25

年
度
、
混
雑

緩
和
策
の
検

討
に
本
腰
を

入
れ
る
考
え

だ
。

　

軸
に
な
る
の
が
、
短
時
間

で
の
入
れ
替
え
制
。
早
期
実

施
を
視
野
に
、
具
体
策
を
詰

め
る
。
時
間
制
の
導
入
は
函

館
山
で
は
初
め
て
。
こ
れ
に

合
わ
せ
て
新
た
な
展
望
エ
リ

ア
の
整
備
も
模
索
、
市
の
第

三
セ
ク
タ
ー
・
函
館
山
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
と
も
協
議
す
る
。

　

ま
た
市
は
、本
年
度
内
に
、

展
望
台
の
混
雑
状
況
を
最
寄

り
の
路
面
電
車
の
停
留
所
な

ど
で
確
認
で
き
る
シ
ス
テ
ム

も
稼
働
さ
せ
る
。

　

現
在
、
山
頂
展
望
台
ま
で

は
日
没
前
後
の
マ
イ
カ
ー
通

行
が
、
ほ
ぼ
通
年
で
禁
止
さ

れ
、
夜
景
目
当
て
の
人
は
大

半
が
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
を
利

用
。
23
年
度
の
利
用
者
は

１
５
３
万
人
に
上
り
、
昨
年

の
大
型
連
休
中
は
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
（
訪
日
客
）
の
増
加
な

ど
で
一
時
、
80
分
待
ち
と

な
っ
た
。

　

市
観
光
部
は
「
客
は
メ

デ
ィ
ア
で
よ
く
取
り
上
げ
ら

れ
る
山
頂
展
望
台
か
ら
の
夜

景
を
求
め
て
い
る
」
と
し
、

実
証
実
験
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

4
割
が
賛
成
し
た
時
間
制
が

浮
上
し
た
。
大
泉
潤
市
長
は

昨
年
12
月
、「
函
館
山
の
混

雑
解
消
は
小
手
先
の
工
夫
で

は
難
し
い
。
何
と
か
や
り
遂

げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

話
し
た
。

　

時
間
制
は
海
外
の
観
光
地

で
も
。
イ
タ
リ
ア
・
ロ
ー
マ

の
ト
レ
ビ
の
泉
で
は
、
ロ
ー

マ
市
が
昨
年
12
月
、
周
辺
に

立
ち
入
り
可
能
な
人
数
を
一

度
に
最
大
４
０
０
人
に
制
限

す
る
と
、
発
表
し
て
い
る
。

「
学
校
Ｅ
Ｘ
Ｐ
О
」
に
北
大
出
店

ス
イ
ー
ツ
や
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
が
人
気

　

大
学
や
百
貨
店
が
連
携
し
、

学
生
の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介

す
る
イ
ベ
ン
ト
「
第
1
回
学
校

Ｅ
Ⅹ
Ｐ
Ｏ
」が
2
月
1
～
2
日
、

東
京
・
新
宿
の
新
宿
高
島
屋
で

開
か
れ
、
北
海
道
大
学
が
参
加

し
た
。
農
学
部
の
手
に
よ
る
、

ス
イ
ー
ツ
や
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

を
販
売
＝
写
真
、
訪
れ
た
買
い

物
客
の
人
気
を
集
め
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
、
次
世
代
の

食
品
産
業
な
ど
を
支
え
る
全
国

の
学
生
を
支
援
、
育
成
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
。北
大
か
ら
も「
学

生
起
業
家
」ら
が
東
京
に
遠
征
、

若
者
の
街
・
新
宿
で
「
北
大
ブ

ラ
ン
ド
」商
品
を
売
り
込
ん
だ
。

　

北
大
が
こ
れ
ま
で
に
開
発
し

た
商
品
は
、
食
品
を
は
じ
め
、

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
、
石
鹸
な
ど

約
30
品
目
に
上
る
。
今
回
の
出

品
は
食
品
限
定
と
し
た
が
、
北

大
・
静
内
研
究
牧
場
産
の
「
北

大
短
角
牛
」
や
農
学
部
大
学
院

生
が
開
発
し
た
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー

ル
「
パ
イ
オ
ビ
ア
」
も
。

　

Ｊ
Ｒ
新
宿
駅
に
直
結
し
て
い

る
た
め
、
両
日
と
も
来
場
者
が

続
々
。「
お
い
し
そ
う
」と
、チ
ョ

コ
レ
ー
ト
菓
子
な
ど
を
次
々
に

買
い
求
め
た
。
来
年
、
北
大
は

開
学
１
５
０
年
を
迎
え
る
が
、

「
食
料
問
題
の
課
題
解
決
に
取

り
組
む
、
農
学
部
の
学
生
の
研

究
か
ら
誕
生
し
た
商
品
」
と
話

し
て
い
る
。

札
響
今
年
も
東
京
公
演

　

札
幌
交
響
楽
団
（
札
響
）
恒
例
の
東
京
公
演
が
2
月
3
日
夜
、
東
京
・
港
区
の
サ
ン
ト
リ
ー

ル
で
開
か
れ
た
＝
写
真
、
©
堀
田
力
丸
。
首
都
圏
各
地
か
ら
、
札
響
フ
ァ
ン
ら
約
１
７
０
０

人
が
詰
め
か
け
透
明
感
の
あ
る
札
響
サ
ウ
ン
ド
を
楽
し
ん
だ
。

　

今
年
演
奏
し
た
の
は
武
満
徹

の「
乱
」組
曲
、伊
福
部
昭
の「
リ

ト
ミ
カ
・
オ
ス
テ
ィ
ナ
ー
タ
～

ピ
ア
ノ
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
た

め
の
」、
シ
ベ
リ
ウ
ス
の
「
交

響
曲
第
２
番
」
の
３
作
品
。
指

揮
は
札
響
友
情
指
揮
者
の
広
上

淳
一
さ
ん
が
と
っ
た
。

　

こ
の
う
ち
伊
福
部
の
「
リ
ト

ミ
カ
～
」
で
は
、
札
幌
市
出
身

の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
外
山
啓
介
さ

ん
が
共
演
。
人
の
心
を
揺
さ
ぶ

る
よ
う
な
リ
ズ
ム
と
サ
ウ
ン
ド

に
、
外
山
さ
ん
の
力
強
い
ピ
ア

ノ
が
加
わ
り
、
演
奏
が
終
わ
る

と
会
場
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
「
ブ

ラ
ボ
ー
」
の
声
も
。

　

シ
ベ
リ
ウ
ス
は
札
響
が
得
意

と
す
る
作
曲
家
の
一
人
だ
。
札

響
の
代
名
詞
と
も
い
わ
れ
、
こ

の
日
も
、札
響
な
ら
で
は
の「
北

の
空
気
感
」
を
ま
と
っ
た
演
奏

を
披
露
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍

手
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

♢　

♢　

♢

　

札
響
は
次
期
首
席
指
揮
者
に

ド
イ
ツ
出
身
の
エ
リ
ア
ス
・
グ

ラ
ン
デ
ィ
さ
ん
を
迎
え
る
。
毎

年
、
札
幌
で
開
か
れ
る
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
Ｐ
Ｍ
Ｆ
）

に
チ
ェ
ロ
奏
者
と
し
て
参
加
す

る
な
ど
、
札
幌
に
縁
が
深
く
、

す
で
に
昨
年
11
月
30
日
と
12
月

1
日
、
札
幌
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー

ル
「
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ａ
」
で
開
催

の
定
期
演
奏
会
に
出
演
し
て
い

る
。

ニ
セ
コ
地
域
外
国
人
住
民
が
最
多
に

交
通
事
故
、
ゴ
ミ
分
別
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
も

　

ニ
セ
コ
地
域
（
後
志
管
内
倶

知
安
町
、
ニ
セ
コ
町
）
で
住
民

登
録
し
て
い
る
外
国
人
が
、
昨

年
11
月
末
時
点
で
前
年
同
月
比

32
・
４
％
増
の
計
３
３
２
５
人

と
な
り
、
11
月
と
し
て
は
最
多

に
な
っ
た
。
両
町
で
は
例
年
ス

キ
ー
シ
ー
ズ
ン
が
本
格
化
す
る

12
月
、
1
月
に
季
節
雇
用
の
外

国
人
が
急
増
す
る
た
め
、
今
冬

は
過
去
最
多
だ
っ
た
昨
年
1
月

末
の
計
３
８
３
４
人
を
上
回
る

の
は
確
実
だ
。

　

両
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
基

づ
く
集
計
に
よ
る
と
、
昨
年
11

月
末
の
外
国
人
人
口
は
俱
知
安

町
が
２
５
８
９
人
、
ニ
セ
コ
町

が
７
３
６
人
。
両
町
で
前
月
末

か
ら
一
気
に
計
１
５
０
９
人
も

増
え
た
。

　

出
身
は
65
の
国
・
地
域
に
及

び
、
最
多
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
７
２
４
人
で
、
次
い
で
英
国

４
８
７
人
、
中
国
２
６
４
人
な

ど
。
両
町
の
人
口
に
占
め
る
外

国
人
の
割
合
は
15
・
６
％
に

な
っ
た
。

　

外
国
人
人
口
の
急
増
に
伴

い
、
ト
ラ
ブ
ル
も
目
立
っ
て
き

た
。
倶
知
安
署
管
内
の
昨
冬

の
交
通
事
故
は
千
件
を
超
え
、

45
％
は
外
国
人
運
転
手
だ
っ

た
。
ま
た
、
ゴ
ミ
の
分
別
な
ど

で
も
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い

る
。

　

ゴ
ル
フ
の
第
２
２
１
回
北
星

会
は
、
5
月
29
日
埼
玉
県
東
松

山
市
の
清
澄
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で

開
か
れ
る
。

　

第
２
２
２
回
は
10
月
末
、
千

葉
県
・
我
孫
子
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

で
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

次
回
北
星
会
は
5
月
29
日

観
光
客
で
ご
っ
た
返
す
箱
館
山
展
望
台
（
北

海
道
新
聞
社
提
供
）
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○
今
金
町
と
は

　

札
幌
市
か
ら
は
約
１
８
０
キ

ロ
、
函
館
市
か
ら
は
約
１
２
０

キ
ロ
の
距
離
に
あ
り
、
道
南
圏

に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
今
金
町

は
１
８
９
７
年
に
瀬
棚
村（
現
：

せ
た
な
町
）か
ら
分
村
し
て「
利

別
村
」
と
し
て
自
治
制
を
施
行

し
て
以
来
、道
南
圏
随
一
の「
農

業
の
ま
ち
」
と
し
て
発
展
し
、

品
質
の
高
い
農
産
物
の
産
地
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
が
残
さ
れ
て
い

る
後
志
利
別
川
流
域
に
は
、
先

住
民
族
で
あ
る
ア
イ
ヌ
民
族
も

か
つ
て
居
住
し
て
お
り
、
現
在

も「
美
利
河（
ピ
リ
カ
）」や「
カ

ニ
カ
ン
」
な
ど
ア
イ
ヌ
語
に
由

来
す
る
地
名
が
数
多
く
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

本
格
的
な
開
拓
は
明
治
の
中

期
か
ら
始
ま
り
、
入
植
者
の
必

死
の
努
力
と
肥
沃
な
土
壌
や
気

候
の
恩
恵
を
受
け
て
農
業
・
酪

農
業
が
発
展
し
、
現
在
は
か
つ

て
一
面
の
原
生
林
で
あ
っ
た
と

は
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
、
北
海

道
ら
し
い
美
し
い
田
園
風
景
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
区
画
整
備
に
よ
り
現

在
の
市
街
地
の
基
礎
を
つ
く
っ

た
今
村
藤
次
郎
と
金
森
石
郎

両
氏
の
姓
の
冠
字
を
と
っ
て

市
街
地
を
「
今
金
」
と
呼
び
、

１
９
４
７
年
に
は
自
治
制
施
行

50
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
機
に

「
今
金
町
」
と
し
て
町
制
を
施

行
し
、
先
人
た
ち
の
偉
業
に
敬

意
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

１
９
９
７
年
に
は
自
治
制
施

行
１
０
０
周
年
及
び
町
制
施
行

50
周
年
を
迎
え
、
今
金
町
は
次

の
時
代
へ
向
け
て
歩
み
だ
し
て

い
ま
す
。

○
特
産
品
「
今
金
男
し
ゃ
く
」

　

基
幹
産
業
は
農
業
で
、
後
志

利
別
川
に
よ
る
肥
沃
な
土
壌

と
、
周
囲
を
山
地
に
囲
ま
れ
た

内
陸
性
気
候
を
活
か
し
、
男
爵

い
も
や
米
、
大
豆
、
軟
白
長
ネ

ギ
や
大
根
な
ど
、
関
東
・
関
西

の
市
場
の
ほ
か
、
レ
ス
ト
ラ
ン

や
食
品
製
造
業
者
で
も
評
価
の

高
い
良
質
の
農
産
物
が
産
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
特
に
男
爵
い
も

は
「
今
金
男
し
ゃ
く
」
の
名
で

２
０
１
９
年
度
に
農
林
水
産
省

「
地
理
的
表
示
（
Ｇ
Ｉ
）
保
護

制
度
」
に
登
録
さ
れ
、
男
爵
い

も
の
プ
ラ
イ
ス
リ
ー
ダ
ー
に
も

な
っ
て
お
り
「
日
本
一
」
と
評

判
の
ほ
か
、
道
内
で
の
流
通
が

少
な
く
、
な
か
な
か
入
手
で
き

な
い
こ
と
か
ら
「
幻
の
イ
モ
」

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

道
南
地
域
特
産
で
甘
み
の
強
い

大
豆
の
「
鶴
の
子
大
豆
」
を
使

用
し
た
豆
腐
等
は
、
札
幌
や
函

館
等
へ
出
荷
さ
れ
、
都
市
部
の

消
費
者
に
も
好
評
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

〇
今
金
八
幡
宮
例
大
祭

　

９
月
に
は
今
金
町
に
お
け
る

一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
今
金

八
幡
宮
例
大
祭
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
山
車
と
神
輿
が
町
内
を

練
り
歩
き
、
商
売
繁
盛
や
家
内

安
全
の
ほ
か
、
自
然
と
豊
穣
へ

の
感
謝
を
表
し
、
翌
年
の
豊
作

を
願
う
伝
統
が
受
け
継
が
れ
て

お
り
、
踊
り
の
披
露
や
笛
・
太

鼓
の
音
色
で
町
内
は
お
祭
り
一

色
と
な
り
ま
す
。
本
祭
の
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
に
は
、
熱
い
太
鼓

合
戦
が
行
わ
れ
、
多
く
の
観
客

が
集
い
ま
す
。

 
○
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ

　

天
然
温
泉
と
宿
泊
施
設
を
備

え
た
温
泉
宿
泊
施
設
「
ク
ア
プ

ラ
ザ
ピ
リ
カ
」
は
１
９
９
０
年

12
月
25
日
に
完
成
し
、
30
年
以

上
経
過
し
た
現
在
も
営
業
を
続

け
て
い
ま
す
。
夏
は
キ
ャ
ン
プ

や
い
ち
ご
狩
り
、
冬
に
は
パ
ウ

ダ
ー
ス
ノ
ー
が
楽
し
め
る
ス

キ
ー
場
な
ど
四
季
折
々
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
充
実
し
て
お

り
、
１
年
を
通
じ
て
様
々
な
楽

し
み
方
が
で
き
る
こ
と
が
大
き

な
魅
力
で
す
。

　

ピ
リ
カ
ス
キ
ー
場
は
美
利
河

ダ
ム
を
眼
下
に
初
級
者
か
ら
上

級
者
ま
で
楽
し
め
る
全
5
コ
ー

ス
が
あ
り
、
Ｅ
コ
ー
ス
に
は
ワ

イ
ド
ボ
ッ
ク
ス
や
シ
リ
ン
ダ
ー

レ
ー
ル
な
ど
を
備
え
た
ミ
ニ

パ
ー
ク
も
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
広
大
な
芝
生
の
グ
リ
ー
ン

と
白
樺
の
ホ
ワ
イ
ト
と
の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
が
美
し
い
「
ピ
リ
カ

キ
ャ
ン
プ
場
」
は
、
Ｒ
Ⅴ
パ
ー

ク
や
お
子
さ
ま
が
楽
し
め
る
遊

具
が
あ
り
、
ピ
リ
カ
の
大
自
然

を
楽
し
み
な
が
ら
満
喫
で
き
る

魅
力
た
っ
ぷ
り
の
キ
ャ
ン
プ
場

で
す
。

　

ま
た
、
施
設
内
の
レ
ス
ト
ラ

ン
「
加
味
丘dining

」
で
地

元
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
を
楽

し
ん
だ
り
、
自
然
豊
か
な
温
泉

や
ブ
ラ
ッ
ク
シ
リ
カ
を
あ
し

ら
っ
た
サ
ウ
ナ
室
で
疲
れ
を
癒

す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

〇
北
海
道
遺
産
「
今
金
・
美
利

河
の
金
山
遺
跡
」

　
「
今
金
・
美
利
河
の
金
山
遺

跡
」
は
２
０
２
２
年
年
10
月
13

日
に
北
海
道
遺
産
に
選
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
金
町
の
後
志
利
別
川
上
流

域
に
は
、
砂
金
採
掘
の
遺
跡
が

延
長
10
㎞
以
上
に
わ
た
っ
て
随

所
に
見
ら
れ
、
地
表
面
に
生
々

し
く
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
源

流
域
に
は
金
鉱
坑
道
跡
な
ど
が

残
る
カ
ニ
カ
ン
岳
金
山
跡
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
江
戸
時
代
前
期
の

松
前
藩
が
行
っ
た
大
規
模
な
金

山
開
発
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
、

国
内
最
大
規
模
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
幕
末
以
降
に
も
ブ
ー
ム
が

起
き
、
特
に
明
治
期
は
北
海
道

的
な
採
掘
技
術
を
磨
く
場
と
し

て
歴
史
的
に
重
要
な
位
置
を
占

め
ま
し
た
。
昭
和
前
期
ま
で
使

わ
れ
て
い
た
伝
統
的
な
砂
金
掘

り
用
具
も
見
学
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

〇
今
金
町
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー

あ
っ
た
か
ら
ん
ど

　

１
９
９
５
年
、「
温
泉
の
な

い
市
街
地
の
老
人
の
夢
を
か
な

え
て
あ
げ
た
い
」
と
い
う
地
元

有
志
た
ち
の
地
道
な
活
動
が
実

を
結
び
、
念
願
の
源
泉
を
掘
り

当
て
て
オ
ー
プ
ン
し
た
、
今
金

町
営
の
日
帰
り
入
浴
施
設
で

す
。

　

田
園
風
景
に
よ
く
映
え
る
オ

ラ
ン
ダ
風
の
外
観
が
特
徴
で
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
配
慮
が
な
さ

れ
た
館
内
に
は
地
元
の
特
産
品

の
展
示
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
と
大
き

な
休
憩
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
併

設
さ
れ
た
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ

ン
と
渡
り
廊
下
で
繋
が
っ
て
い

ま
す
。

　

清
潔
感
の
あ
る
大
浴
場
に
は

ジ
ャ
グ
ジ
ー
や
サ
ウ
ナ
、
水
風

呂
な
ど
が
あ
り
、
全
国
で
も
珍

し
い
強
塩
泉
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

入
浴
時
に
は
強
い
浮
力
を
感

じ
る
ほ
ど
の
高
い
塩
分
濃
度
を

も
つ
透
き
通
っ
た
湯
が
特
徴

で
、
殺
菌
効
果
や
保
温
効
果
に

優
れ
て
い
る
他
、
皮
膚
病
に
も

良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

〇
後
志
利
別
川

　

今
金
町
の
中
心
部
を
流
れ

る
「
後
志
利
別
川
」
は
道
南
唯

一
の
一
級
河
川
で
あ
り
、
毎
年

７
月
の
河
川
愛
護
月
間
に
国
土

交
通
省
が
公
表
し
て
い
る
全
国

一
級
河
川
水
質
調
査
「
水
質
が

最
も
良
好
な
河
川
」
に
全
国
最

多
の
２
３
回
選
出
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

後
志
利
別
川
で
は
、
サ
ケ
や

マ
ス
の
遡
上
河
川
と
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
カ
ワ
ヤ
ツ
メ
や
ア
ユ

に
内
水
面
漁
業
権
が
設
定
さ
れ

て
お
り
、
環
境
保
護
に
あ
た
っ

て
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
後
志
利

別
川
清
流
保
護
の
会
」
等
に
よ

る
河
川
清
掃
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
２
４
年
７
月
に

は「
後
志
利
別
川
清
流
ま
つ
り
」

が
初
開
催
さ
れ
、
ア
ユ
の
塩
焼

き
販
売
や
後
志
利
別
川
に
て
小

中
学
生
を
対
象
と
し
た
ア
ユ
釣

り
体
験
の
ほ
か
、
会
場
で
は
ヤ

マ
メ
す
く
い
と
い
っ
た
清
流
に

ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト

市
町
村
か
ら

●お問い合わせ　
今金町役場　〒０４９－４３９３　北海道瀬棚郡今金町字今金４８番地１
ＴＥＬ：０１３７－８２－０１１１　ＦＡＸ：０１３７－８２－３２６３

E-mail：imk-kikakushinko@town.imakane.lg.jp
公式ホームページ：https://www.town.imakane.lg.jp/

※
掲
載
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
は
諸
事
情
に
よ
り
開
催
日
程
の
変
更
、
中
止
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

今い
ま
か
ね金
町
の
ご
紹
介

「
い
い
ま
ち
　
今
金
　
夢
の
ま
ち
」

今金町へのアクセス
URL：https://ima-channel.com/where

○
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減

少
の
進
行
に
よ
っ
て
、
地
域
力

の
維
持
・
強
化
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
担

い
手
と
な
る
人
材
の
確
保
が
重

要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
地
域
外
の
人
材
を
積
極
的

に
誘
致
し
定
住
・
定
着
を
図
る

と
と
も
に
、
豊
か
な
自
然
環
境

や
産
業
、
歴
史
、
文
化
等
恵
ま

れ
た
地
域
特
性
を
活
か
し
た
新

た
な
視
点
に
よ
り
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
制
度
を
活
用
し
て
い
ま

す
。

　

２
０
２
４
年
度
は
隊
員
１
名

が
活
動
し
て
お
り
、
歴
代
で
は

９
名
が
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
活
動
し
、
そ
の
半
数
が
町

内
に
定
住
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
学
生
を
は
じ
め
と

し
た
多
く
の
若
者
が
今
金
町
を

学
び
、
将
来
の
起
業
や
就
職
な

ど
を
今
金
町
で
選
ぶ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
若
者
の
人
材
育

成
・
還
流
の
動
き
を
拡
大
さ
せ

る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
イ
ン
タ
ー
ン
制
度
も
設
け

て
お
り
、
要
綱
が
設
立
さ
れ
た

２
０
２
４
年
度
に
お
い
て
も
隊

員
を
受
け
入
れ
、
活
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

○
子
育
て
支
援

　

保
育
料
の
助
成
：
同
一
世
帯

か
ら
２
人
以
上
入
園
す
る
場

合
、
２
人
目
は
半
額
、
３
人
目

以
降
は
無
料
。
所
得
階
層
に

よ
っ
て
一
部
助
成
。

　

出
産
に
関
す
る
支
援
：
第
１

子
５
万
円
、
第
２
子
１
０
万
円

（
移
住
３
年
以
内
は
半
額
）、
第

３
子
２
０
万
円
（
移
住
５
年
以

内
は
半
額
）の
商
品
券
を
贈
呈
。

〇
医
療
支
援

　

子
ど
も
医
療
：
満
１
８
歳
ま

で
の
子
ど
も
が
保
険
証
を
使
用

し
て
診
療
を
受
け
た
時
の
医
療

費
を
全
額
助
成
。

移
住
等
に
つ
い
て

〇
今
金
町
ふ
る
さ
と
夢
づ
く
り

応
援
寄
附
金

　

今
金
町
で
は
、
個
性
と
魅
力

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
ふ
る
さ
と
納
税
を

受
付
し
て
お
り
ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
貴
重
な
寄
附
金

は
、
ふ
る
さ
と
夢
づ
く
り
応
援

寄
附
金
と
し
て
、
次
の
ま
ち
づ

く
り
分
野
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税

北海道渡島半島の北部に位置し、南はユーラップ
山系を挟んで八雲町と、北は狩場山系を介して島
牧村、東は低い山地を経て長万部町と、西はせた
な町と接しており、道南地域では珍しく海岸線が
ありません。

◆札幌から今金町へのアクセス
　( 鉄道・バス・車両 )
　札幌駅～長万部駅
　　JR の特急にて　約 2 時間 30 分
　長万部～今金　
　　函館バスにて　約 60 分
　車では国道 230 号、または道央自動
　車道経由で約 3 ～ 4 時間

◆函館から今金町へのアクセス
　（鉄道・バス・車両）
　函館駅～長万部駅
　　JR の特急にて　約 1 時間 30 分
　長万部～今金　　
　　函館バスにて　約 60 分
　高速バス：快速瀬棚号
　( 函館～新函館北斗～今金 直通 )
　函館駅前 ～ 新函館北斗駅前 ～ 今金
　　約 3 時間
　車では国道 5 号、道道 42 号線、263
　号線経由、または道央自動車道経由な
　どで約 2 時間～ 2 時間 30 分

教
育
・
少
子
化
対
策
、
国
内
・

国
際
交
流
、
福
祉
・
医
療
、
環

境
保
全
、
産
業
振
興
、
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
、
そ
の
他
の
分
野

〇
ご
寄
付
に
対
し
返
礼
品
を
贈

呈
し
て
い
ま
す

　

今
金
町
で
は
、
寄
附
の
奨
励

と
特
産
品
の
ｐ
Ｒ
を
図
る
た

め
、
町
外
寄
付
者
に
対
し
返
礼

品
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

今
金
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

各
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
へ
ア
ク
セ

ス
い
た
だ
き
、
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

　

ぜ
ひ
、
今
金
町
の
自
慢
の
返

礼
品
を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。（
写

真
：
今
金
男
し
ゃ
く
）

○
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

　

今
金
町
で
は
第
２
次
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

を
ベ
ー
ス
に
、
令
和
２
年
度
末

に
地
域
再
生
計
画
（
第
59
回
）

の
認
定
を
受
け
、
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
の
募
集
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

寄
附
金
を
財
源
と
し
た
活
用
事

業
と
し
て
、

①
若
い
世
代
の
子
育
て
を
応
援

す
る
事
業

②
新
婚
夫
婦
の
生
活
を
支
援
す

る
事
業

③
移
動
手
段
の
確
保
に
苦
労
し

て
い
る
方
を
支
援
す
る
事
業

な
ど
の
事
業
に
活
用
し
て
お
り

ま
す
。

今金町
ポータルサイト


